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３－２－４ 施工計画／調達計画 

 

３－２－４－１ 施工方針／調達方針 

 

（１）調達代理方式による事業実施 

本プロジェクトは、生産物や役務の調達監理、資金管理および施設建設を含む事業を調達代理

方式により実施する。調達代理機関は、セネガル国政府の代理人として事業の実施を代行する実

施代行機関として位置付けられ、資金管理、各種調達、実施監理を行う。本プロジェクトでは、

日本唯一の調達専門機関である JICS が調達代理機関としてその業務を担う。 

本プロジェクトの実施は、閣議決定の後、両国政府間の事業実施に関する交換公文（E/N)およ

び JICA との間の贈与契約（G/A)が締結された後に実施に移行する。セネガル国政府は、E/N に添

付される合意議事録（A/M)に基づき、日本の調達代理機関と調達代理契約を締結する。 

 

監理

協議会メンバー

施工監理

コンサルタント

監理
施工業者 調達業者

契約関係を示す

協議・検査・確認

報告等を示す

調達アドバイザー

弁護士事務所
調達代理機関

公的検査機関

施工監理契約 工事契約 家具調達契約

日本国政府

(大使館）

E/N

セネガル国政府

G/A

ＪＩＣＡ 調達代理契約

 

図３－２ 事業実施体制図 

 

（２）協議会（コミッティ） 

E/N 締結後、協議会を設置する。協議会は、セネガル国政府および JICA から構成され、調達代

理機関がアドバイザーとして参加する。協議会は、事業実施中に生じる諸問題について協議・調

整を行う。 
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（３）調達代理機関 

調達代理機関は、教育省の代理人として資金管理、各種調達（弁護士、公的検査機関、調達ア

ドバイザー、施工監理コンサルタント、建設業者、家具／銘板調達業者）および実施管理を行う。 

調達代理機関の要員は以下のとおり。 

表３－１５ 調達代理機関の要員配置 

要員 役割 

統括者 調達代理機関の業務全体を統括管理し、入札時および事業完了時

に現地に派遣される。 

常駐統括補佐 調達代理機関の現地責任者として、入札業務期間及び工事管理期

間中常駐する。 

入札図書作成者 日本国内にて、施設建設、機材調達の入札図書を作成する。 

日本人 

契約関連・資金管

理者 

日本国内にて、業者契約、支払および資金管理に係る業務を実施

する。 

事務員 1 事業の全期間に配置され、入札補助業務及び事務処理を行う。 

事務員 2 事業開始から竣工まで配置され、調達代理機関の事業資金の管理

実務を行う。 

現地傭人 

通訳 入札業務期間中の現場説明会、入札評価、価格・契約交渉時及び

事業終了時に配置され、フランス語－英語（または日本語）の通

訳を行う。 

 

（４）施工監理コンサルタント 

本プロジェクトの入札補助および施工監理業務は、調達代理機関が施工監理コンサルタントを

援助資金により契約・雇用する。施工監理コンサルタントは、JICA の推薦を受け協力準備調査を

担当した本邦コンサルタントが担当する。 

施工監理コンサルタントの役割は下記のとおり。 

【入札段階】 

・ 全校を対象にサイト調査を行い事業開始の可否を確認する。 

・ 準備調査においてローカルコンサルタントへの再委託業務により作成された入札参考資料を

基に、詳細設計図、仕様書および数量表を作成する。 

・ 調達代理機関が作成する入札図書を技術的な側面から補助する。 

・ 調達代理機関が実施する入札、入札評価、契約交渉を技術的な側面から補助する。 

【施工監理段階】 

・ 現場を巡回し、発注仕様書に記される工事の品質確保、工程順守、安全管理に関する検査を

行い、定期的に調達代理機関に報告する。 

・ 施工業者が支払い請求を行った場合、施工進捗状況出来高検査を実施し、その結果を調達代

理機関に報告する。 

・ 竣工検査を実施し、結果を調達代理機関に報告する。 

・ 1年後瑕疵検査を実施し、結果を調達代理機関に報告する。 

・ ソフトコンポーネントを実施する。 

施工監理コンサルタントは本邦コンサルタントが元請けとなり、セネガル国の現地コンサルタ

ント会社を下請け（サブコン）として活用し業務を遂行する。ソフトコンポーネントについても
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現地 NGO 及び現地コンサルタントを下請けとして活用し業務を遂行する。 

施工監理体制は、ダカール州およびティエス州に施工監理事務所を設置し、各州の施工監理を

管理する。各計画対象州には施工監理基地を設置し各サイトの施工監理を実施する。 

施工監理コンサルタントの監理体制を図３－３に、コンサルタントの要員配置を表３－１６に

記す。 

網掛けはスポット配置

第１グループと第２グループの工事重複期間は、技術監理者3、監理技術者3、5、事

務員、雑役が増員される。

ロット１

施工サイト

技術監理者１

積算

技術監理者４

技術監理者２ 通訳

積算

事務員

雑役

監理技術者１（建）監理技術者２（建）

保安員

運転手

元請コンサルタント

本邦事務所

元請コンサルタント

現地監理事務所

現地コンサルタント

要員

ロット２

施工サイト

監理技術者４（電・機）

 

図３－３ 施工監理体制 

 

表３－１６ コンサルタントの要員配置 

要員 役割 

技術監理者 1 

(入札業務) 

設計監理コンサルタントの業務全体を統括管理するとともに、入札

業務を担当する。 

技術監理者 2 

(施工監理建築) 

建設工事着工時から工事完了時まで現地に常駐し、施工監理を実施

する。また、完工 1年後に瑕疵検査を実施する。 

技術監理者 3 

(施工監理建築) 

業務は技術監理者 2 に同じ。第 1 グループと第 2 グループが重なる

期間にのみ配置。 

技術監理者 4 

(施工監理設備) 

入札業務における質疑応答と入札評価（設備分野）を担当する。 

積算 技術管理者 1 と協力し、入札業務における入札図書の作成及び入札

評価を行う。 

本邦 

ソフコン管理者 ソフコン業務全体を管理する。業務の立ち上げ時点と終了時点に現

地に渡航し、活動内容の立ち上げと確認を行う。セネガル不在中は、

現地傭人から活動報告を受け、適宜、指導・指示を行う。 
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監理技術者 1 

（建築主任） 

入札業務期間中は技術監理者 1 を補佐する。施工監理期間中は施工

監理事務所に常駐し、監理技術者を指揮する。 

監理技術者 2 

（建築） 

施工監理事務所に常駐し、担当サイトを巡回し施工監理を行う。 

監理技術者 3 

（建築） 

業務は監理技術者 2 に同じ。第 1 グループと第 2 グループが重なる

期間にのみ配置。 

監理技術者 4 

（電気・機械設備） 

設備工事期間中、施工監理事務所に常駐し、担当サイトを巡回し施

工監理を行う。 

監理技術者 5 

（電気・機械設備） 

業務は監理技術者 4 に同じ。第 1 グループと第 2 グループが重なる

期間にのみ配置。 

積算 入札期間は技術監理者 1 を補佐し、入札図書の作成、入札評価及び

価格・契約交渉を実施する。施工監理期間中は施工監理事務所に常

駐し、各ロットの出来高確認を行う。 

事務員 1，2 施工監理期間中に各施工監理事務所に常駐し、事務処理を行う。 

ソフコン実施者

（啓発活動担当） 

ソフコン活動のうち、啓発活動にかかる講義の実施や関係各所との

連絡を担当する。また、ソフコン管理者（邦人）がセネガルに不在

の間は技術部門担当者の活動内容を含めてソフコン管理者に報告を

行う。 

現地 

ソフコン実施者

（技術部門担当） 

ソフコン活動のうち、建設現場見学会における技術面の講義やガイ

ドライン改訂の技術面を担当する。 

 

（５）施工業者 

現地施工業者タイドによる競争入札により選定され、調達代理機関との契約図書にしたがって

建設工事を行う。 

 

（６）調達業者（家具、銘板） 

競争入札により選定され、調達代理機関との契約図書にしたがって家具、銘板を製作または納

入する。 

 

（７）弁護士事務所 

各種契約書の内容の確認、訴訟・紛争等の対処を目的とし顧問弁護士を採用する。他ドナーに

よる援助案件の経験のある現地弁護士事務所から選定する。 

 

（８）公的検査機関 

セネガル国では、引渡し後 10 年間の品質保証の取得が義務付けられているため、公的検査機関

による工事期間中及び完了時の検査が必要となる。公的検査機関は、セネガル国に数社しか存在

しないため、その中から選定する。 

 

（９）調達アドバイザー 

入札、契約等に関する補助業務、助言等を行う。セネガル国における公共入札の経験を有する

人材と契約する。 
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３－２－４－２ 施工上／調達上の留意事項 

本プロジェクトは多数のサイトが広域に分散している。そのため、一定の品質を確保するため

に効率的な監理が必要とされる。対象地域はダカール州、ティエス州と明確に 2 分されているた

め、2 グループに分けた施工計画とする。なお、ダカール州は 2 階建て中心、ティエス州では平

屋建てが中心となる。施工業者の調達については、業務不履行、工期遅延の問題を回避するため、

一定水準以上の業者を選定する必要がある。そのため、セネガル国における経験年数、類似案件

の実績、財務状況等、業者選定基準（入札参加資格）には最大の留意が必要である。 

 

３－２－４－３ 施工区分／調達・据付区分 

セネガル国側の負担工事の確実なる実施が本プロジェクトの円滑な実施には不可欠である。 

工事着工に先立つ準備工事として、建設予定地内の既存施設および障害物の解体撤去がある。

これらが工事開始までに確実に実施されない場合、工事工程に遅延が生じることから、計画建物

の位置にある既存構造物の撤去は日本側で行い、その他工事着工に直接影響のないものはセネガ

ル国側で行う。また、施設完工までにセネガル国側によりインフラの敷地内引き込みと計画建物

への接続が実施されなければならない。 

日本国とセネガル国のそれぞれの施工区分を以下に示す。 

 

（１）日本国側の負担工事 

① 計画施設の建設工事 

② 計画家具の調達 

③ 建設予定位置にある既存構造物の撤去（工事の着工に影響するもの） 

 

（２）セネガル国側の負担工事 

① 敷地の確保 

② 整地工事 

③ 建設予定地内の地上及び地中埋設障害物の撤去工事（工事の着工に影響のないもの） 

④ 工事用資材の校内一時保管場所の確保 

⑤ 本設電力及び市水の引き込み工事 

⑥ 最終排水枡から下水本管への接続工事 

⑦ 囲い塀の設置 

⑧ 計画家具以外の家具、備品の調達 

 

３－２－４－４ 施工監理計画／調達監理計画 

本プロジェクトでは同時に多数のサイトにおける建設工事を限られた工期内に完了させる必要

があるため、セネガル国の責任機関と実施機関および調達代理機関への綿密な報告と打ち合わせ

や施工業者への適切な指示、指導など、施工監理業務が適切に実行される必要がある。そこで本

プロジェクトでは図３－３に示す体制により施工監理を行う。 

施工監理の経験を有する技術監理者 2 がセネガルに駐在し、ローカル監理技術者とともに工程

管理と３－２－４－５で述べる品質管理を実施する。また監理情報の収集、報告書の作成、本プ

ロジェクトに関する定期的な報告をセネガル国側の責任機関と実施機関および調達代理機関に対
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して行う。コンサルタントはダカール州の施工期間はダカールに、ティエス州の施工期間はティ

エスに監理事務所を設置する。 

 

３－２－４－５ 品質管理計画 

品質管理では、設計図書および施工監理計画書に従い、施工計画書、施工図、見本品の確認、

各種検査の実施、現場立会い検査等を行う。表３－１７に躯体工事段階における主な品質管理項

目を示す。 

表３－１７ 躯体工事段階における主な品質管理項目案 

工事 品質管理項目 検査方法 検査頻度 

土工事 床付面確認 目視 根切完了時 

鉄筋材料 
ミルシートの照合又は 

引張り強度試験 

ロット毎 

サイズ毎 

配筋 配筋検査 コンクリート打設前 
鉄筋・型枠工事 

型枠 型枠検査 コンクリート打設前 

材料 
セメント：品種 

骨材：粒度 
配合計画時 

試験練り 供試体による圧縮試験 各ロット毎に 1回 
コンクリート工事 

打設 供試体による圧縮試験 各学校毎に 1 回 

鉄骨工事 鉄骨材料 材料検査 鉄骨加工前 

 

３－２－４－６ 資機材等調達計画 

セネガル国では、コンクリート以外の主要な建設資材を輸入し加工しているが、品質、供給量

ともに特別な問題はない。電気器具類、衛生機器類などは外国製品が多く使われており市場にて

調達可能である。コンクリートに関しては、骨材、砂の品質規定が重要となる。 

主要資機材の調達先及び原産国を表３－１８に記す。 

 

表３－１８ 主要資機材の調達先 

調達先 
資機材名 

現地 日本 第三国
備考（原産国） 

[資材]     

ポルトランドセメント ○   国産 

コンクリート用骨材 ○   国産、石灰岩、安山岩がある 

異形鉄筋 ○  ○ 
国産、輸入品（フランス、ベルギー、南

アフリカ、中国等） 

型枠用材 ○  ○ 
輸入木材（コートジボワール、ベナン、

モリタニア等）を現地で加工 

合板 ○  ○ 
輸入木材（コートジボワール、ベナン、

モリタニア等）を国内加工 

コンクリートブロック ○   国産 

木材 ○  ○ 
アフリカ近隣諸国（コートジボワール、

ベナン、モリタニア等）から輸入 

木製建具 ○  ○ 
輸入木材（コートジボワール、ベナン、

モリタニア等）を用いて国内で製作 

鋼製建具 ○  ○ 
輸入板材（フランス、ベルギー、中国等）

を用いて国内で製作 

アルミ製建具 ○  ○ フランスから輸入、国内で製作 
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ガラス類 ○  ○ フランスから輸入、国内で加工 

塗装用材 ○   国産 

屋根用金属板 ○  ○ 
輸入板材（フランス、ベルギー、中国等）

を用いて国内で製作 

配電盤類 ○  ○ 
ヨーロッパ（フランス、ベルギー）、ア

ジア（中国、韓国）からの輸入品 

電線・ケーブル ○  ○ 
ヨーロッパ（フランス、ベルギー）、ア

ジア（中国、韓国）からの輸入品 

コンジットパイプ ○   国産 

照明器具 ○  ○ 
ヨーロッパ（フランス、ベルギー）、ア

ジア（中国、韓国）からの輸入品 

管材 ○   国産 

バルブ、配管付属金物 ○  ○ 
ヨーロッパ（フランス、ベルギー）、ア

ジア（中国、韓国）からの輸入品 

 [建設機械]     

ショベルドーザー ○  ○ フランス、スペイン、ドイツ 

バックホー ○  ○ フランス、スペイン、ドイツ 

ダンプトラック ○  ○ フランス、スペイン、ドイツ 

コンクリートミキサー ○  ○ フランス、スペイン、ドイツ 

 

３－２－４－７ ソフトコンポーネント計画 

 

（１）ソフトコンポーネントの必要性にかかる検討 

準備調査では、既存校の運営・維持管理体制および状況について調査を実施した。その結果、

新設間もない学校以外は全校に学校運営委員会（CGEe）が設置されており、CGEメンバーは選挙で

民主的に選ばれ、年間計画の作成、実施、報告を行っていることが確認された。新設間もない学

校では、CGE の設立に向けて取り組んでおり、校長の指導の下、資金管理や日常の清掃が実施さ

れている。 

セネガル国では学校の運営・維持管理は、地方分権政策に基づき地方自治体が責任を持ってい

る（中学校では州、小学校では市町村）。運営・維持管理にかかる費用は①教育省からの予算、②

地方自治体の援助、③生徒からの徴収金によって賄われている。そのうち主な資金は生徒からの

徴収金であり、この資金は校長と会計担当が管理し、CGE が監査を行い、透明性が確保され適正

に使用されている。 

清掃についてはおおむね実施されており問題はなく、清掃用具等は少ない資金から捻出して購

入されている。維持管理については、家具修理等少額のものは実施するが、多額の費用を要する

建具や壁の塗り替え等については資金が足りないので放置されている状況が見られた。したがっ

て、整備された施設が適切に運営・維持管理されるためには、（１）維持管理の重要性への理解、

（２）必要な資金を確保するための具体的方法に対する知識が不足していると考えられる。 

これら 2点を補うため、ソフトコンポーネントを実施することが必要である。 

 

                             
e 小学校では Comité de Gestion d'Ecole、中学校では Comité de Gestion d'établissement と呼ばれる。 
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① 維持管理の重要性を理解する。 

日常的な清掃と壊れる前の予防（予防的維持管理）の重要性を理解することにより、施設

を適切に維持管理するとともに維持管理にかかる費用を抑える。 

② 必要な資金を確保する 

中長期の維持管理計画に基づいて資金を積み立てる必要性を理解する。 

また、運営・維持管理に責任をもつ地方自治体やコミュニティに、学校の施設を知ること

によって学校を身近に感じて関心を持ってもらい、積極的な資金協力を促す。 

 

（２）留意事項 

セネガル国では、JICA の技術協力プロジェクト「教育環境改善プロジェクトフェーズ 2（Projet 

d’Amélioration de l’Environnement Scolaire (PAES) Phase 2, PAES Phase 2）」（以下、「PAES2」

とする。）を 2010 年 9 月より 4 年間の予定で実施中であり、ルーガ州を対象に実施されたフェー

ズ 1 を受けてセネガル国内における全国展開が計画されている。PAES2 では、校長、教員代表、

保護者会（APEf）代表など、関係者の代表で構成される CGE を主な対象とし、CGE を機能させるこ

とにより維持管理を含めた学校運営全般を改善するモデルとモニタリング体制を確立し、全州へ

普及することを目的としているのに対し、本ソフトコンポーネント計画では、CGE のみならず、

地域住民や、学校の運営・維持管理に責任を有する地方自治体関係者を対象とし、整備された施

設が適切に運営・維持管理されることを目的としている。本プロジェクトの対象地域であるダカ

ール州及びティエス州も PAES2 の対象に入ることから、本格的な技術支援は PAES2 が実施するこ

ととなるが、本ソフトコンポーネント計画では、施設整備の機会に実施することによって、より

効果が現れると考えられる活動を実施する。なお、実施にあたっては過去の無償資金協力案件の

ソフトコンポーネント（平成 13年度「第 4次小学校建設計画」及び平成 18 年度「小中学校教室

建設計画」）において作成されたマニュアルに必要な改善を加えて活用する。 

詳細は資料５ ソフトコンポーネント計画書参照 

 

３－２－４－８ 実施工程 

 

（１）ロット分け 

本プロジェクトは、施設建設および機材調達に分けて業務を発注する。 

施設建設は、施工時期によって 2 グループに分けるとともに、管理上の観点から各グループと

も 2 ロットずつに分ける。施工業者は、現地施工業者タイドによる競争入札により選定する。 

機材調達は、家具調達と銘板調達を別ロットに分け、ロット毎に競争入札を実施し調達業者を

選定する。 

                             
f Association des Parents d'Elèves 
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表３－１９ ロット数 

第 1 グループ 第 2 グループ 
工事種別 

ダカール州 ティエス州 
計 

建設工事 2 2 4 

家具調達 1 1 2 

銘板調達 1 1 2 

計 4 4 8 
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表３－２０ 第１グループ 建設工事契約ロット 
ロット コード IDEN 学校名 計画

教室数

管理棟 トイレ

ブース

電気

設備

プロトタイプ 延べ床面積合計

（教室棟＋管理

棟＋トイレ棟）

DK9 ゲダウェイ カリ マディアカテ カラ/C 4 ○ 2-4SDC 268.25

DK10 ゲダウェイ ピキン 23/A 7 1 8 ○ 2-8SDC/P, BH-8 559.21

DK1M パルセル アセニ タリボウ ダボ 4 ○ 2-4SDC 268.25

DK4M グラン ダカール アリオン ディオップ 4 ○ 2-4SDC 268.25

DK5M ダカール プラトー チェイク アワ バラ ンバケ 4 6 ○ 2-4SDC, BH-6 282.65

DK7M グラン ダカール リベルテ 6/C 10 10 ○ 2-4SDC, 2-6SDC, BH-10 692.94

DK14M ゲダウェイ ピキン エスト/A 6 6 ○ 2-6SDC, BH-6 416.77

DK15M ゲダウェイ ピキン エスト/B 8 8 ○ 2-8SDC, BH-8 559.21

DK18M ピキン マム イェリ バディアン 6 6 ○ 2-6SDC, BH-6 416.77

DK30M チャロイエ マルティル C 12 12 ○ 2-4SDC, 2-8SDC, BH-6, BHa-6 835.38

65 1 56 10 4,567.68

ロット コード IDEN 学校名 計画

教室数

管理棟 トイレ

ブース

電気

設備

プロトタイプ 延べ床面積合計

（教室棟＋管理

棟＋トイレ棟）

DK20M ルフィスク市 キャン マルシャン 6 1 6 ○ 2-6SDC, BA-C, BH-6 528.42

DK24M ルフィスク県 ニアガ 13 1 14 ○ 3SDC, 5SDC, 5SDC, BA-C, BHa-6, BH-8 1,018.05

DK25M ルフィスク県 ディアムニャディオ 20 1 20 5SDC, 5SDC, 5SDC, 5SDC, BA-C, BLRa-6, BLRa-6, BLR-8 1,503.73

DK26M ルフィスク県 デニ ビラム ンダオ 8 1 8 ○ 2-8SDC, BA-C, BH-8 670.86

DK27 クール マッサール カストル ソトラック 5 1 6 ○ 2-6SDC/P, BH-6 416.77

DK28M クール マッサール クール マッサール 2 12 12 ○ 2-6SDC, 2-6SDC, BH-6, BHa-6 831.02

64 5 66 5 4,968.85

1

2

10サイト

6サイト  

 

 

 

図３－４ 第１グループ 建設工事契約ロット地図 
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表３－２１ 第２グループ 建設工事契約ロット 

ロット コード IDEN 学校名 計画
教室数

管理棟 トイレ
ブース

電気
設備

プロトタイプ 延べ床面積合計
（教室棟＋管理棟＋

トイレ棟）
TH1 ティエス県 クール ヨロ サディオ 6 1 6 3SDC, 3SDC, BA-E, BLR-6 483.82

TH3 ティエス県 アブドゥラエ セネ 8 1 8 4SDC, 4SDC, BA-E, BH-8 626.26

TH5 ティエス県 EFA ティエナバ セック 9 1 10 ○ 3SDC, 3SDC, 3SDC, BA-E, BH-10 692.92

TH9M ティエス県 ディアック ボドカン 19 1 20 4SDC, 5SDC, 5SDC, 5SDC, BA-C, BHa-6, BHa-6, BH-8 1,436.66

TH10M ティエス県 パクミ 14 1 14 4SDC, 5SDC, 5SDC, BA-C, BLRa-6, BLR-8 1,087.29

TH11M ティエス県 ンディアイェン シラ 13 1 14 ○ 3SDC, 5SDC, 5SDC, BA-C, BHa-6, BH-8 1,018.05

69 6 72 2 5,345.00

ロット コード IDEN 学校名 計画
教室数

管理棟 トイレ
ブース

電気
設備

プロトタイプ 延べ床面積合計
（教室棟＋管理棟＋

トイレ棟）
TH14 ティエス市 ルート ドゥ ダカール 2 2 1 6 ○ 2SDC, BA-E, BH-6 215.58

TH15 ティエス市 スッド スタッド 6 1 6 ○ 3SDC, 3SDC, BA-E, BH-6 483.82

TH16M ティエス市 ダロー サラム 10 1 12 ○ 2-4SDC, 2-6SDC, BA-C, BH-6, BHa-6 808.55

TH2 ティエス県 プート 5 10 1 10 5SDC, 5SDC, BA-E, BLR-10 764.36

TH19 ティバウアン ティバウアン 13 7 1 8 ○ 3SDC, 4SDC, BA-E, BH-8 557.02

TH20 ティバウアン ティバウアン 16 8 1 8 ○ 4SDC, 4SDC, BA-E, BH-8 626.26

TH26 ティバウアン メリナ ゲィエ 6 1 6 3SDC, 3SDC, BA-E, BLR-6 483.82

TH27M ティバウアン ンボロ 2 13 1 14 ○ 3SDC, 3SDC, 3SDC, 4SDC, BA-C, BHa-6, BH-8 1,015.85

TH29M ティバウアン ノット 9 1 10 3SDC, 3SDC, 3SDC, BA-C, BLR-10 737.51

71 9 80 6 5,692.77

3

4

6サイト

9サイト  

 

 

図３－５ 第２グループ 建設工事契約ロット地図 



 3-42

 

（２）事業実施工程 

調達代理契約および入札・施工監理コンサルタントの契約の後、施工業者選定のための入札図

書を作成し、入札、評価、契約交渉、関係機関の承認の過程を経て、施工業者と工事契約を締結

する。これに要する作業期間は 5.0ヶ月と想定される。 

建設工期は、先行案件の工事実績を基に、支払条件の改善やモデル工事サイトによる手戻りや

手直し工事の削減によって望める工期短縮を考慮し、建設工事は平屋建て校舎の工期を 10 カ月、

2階建校舎を 12ヶ月と設定する。これに、準備工事 1ヶ月、モデル工事 2ヶ月、検査 1ヶ月、家

具搬入･引渡し 1ヶ月を加える。 

建築工事は 2グループ分けとし、重複期間を設けたずらし型の工程とする。 

また、セネガルは 6月から 10月が雨季となり、その間は効率や品質面に影響を与えるため、2

グループを雨期明けの着工として全体工程を計画する。 

 

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

行事

▲

▲

▲

▲

入札図書作成・承認

入札公示～契約

建設工事

入札・契約

機材（家具）調達

弱 強 雨季

調達代理契約後の月数

月

20142011 201320122010

建設工事の月数

実施

段階

施設

コンサルタント契約

調達代理契約

機材

(家

具)

E/N・G/A

閣議

準備

検査

準備

検査

家具搬入・引渡し

家具搬入・引渡し

8/1 8/30 7/20 8/19 7/9 8/8

ラマダンラマダン ラマダン

 
 

図３－６ 事業実施工程表 
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３－３ 相手国側分担事業の概要 

 

本計画を日本国のコミュニティ開発支援無償資金協力で実施する上で、セネガル国政府が負担

すべき項目は下記の通りである。 

 

1) 本プロジェクトに必要な土地を用意し、教育省が建物を建設する権利を確保すること 

 

2) 本プロジェクトの実施に先立ち、既存施設および障害物の解体撤去工事を実施するとともに、

盛り土、整地を行うこと（ただし、本プロジェクトの施設の建設位置にある障害物の解体撤

去工事については、工事を遅滞なく実施するために日本側負担で実施する。表３－２２参照） 

 

3) 工事完成後に囲い塀の新設または補修、門扉の設置、造園、その他付属的な外構工事を実施

すること 

 

4) 工事完了までに電力、上水道、下水道、電話の敷地内への引き込みと接続工事を行うこと 

 

5) 日本にある銀行との銀行取り決めに基づき包括的支払い授権書にかかる通知手数料、および

支払手数料を負担すること 

 

6) プロジェクトに使用される資機材の輸入、通関が速やかに実施されるよう、必要な措置を講

じること 

 

7) 調達代理契約および調達代理機関と交わす各契約に基づいて、本プロジェクトに携わる個人

または法人に対し、セネガル国への入国ならびに滞在に必要な便宜を供与すること 

 

8) 本プロジェクトに携わる法人または個人に対し、セネガル国内で課される関税、国内税、お

よびその他課税を免除すること 

 

9) 調達代理契約および調達代理機関と交わす各契約に基づいた物品および役務の提供に関し、

セネガル国内で課される関税、国内税、およびその他課税を免除すること 

 

10) セネガル国側負担事業の未実施によって生じる損害賠償を負担すること 

 

11) 本プロジェクトで供与される施設機材を適切かつ効果的に使用し維持すること 

 

12) 本プロジェクトの範囲内で日本のコミュニティ開発支援無償資金協力によって負担される

費用以外の全ての費用を負担すること 
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表３－２２ 計画対象校別先方負担工事リスト 

第１グループ 

コード IDEN 学校名 既存施設撤去 樹木伐採、抜
根、整地

囲い塀の整備／
新設

電気・給水・下水
接続工事

その他 備考

DK9 ゲダウェイ カリ マディアカテ カラ/C 守衛住居、手洗い場
撤去

樹木1本除去 電気・給水 守衛住居、手洗い場の撤去は日本側
工事で実施

DK10 ゲダウェイ ピキン 23/A 樹木2本除去 電気・給水

DK1M パルセル アセニ タリボウ ダボ 2教室撤去、塀撤去

(6m)

24.5m 電気・給水 仮設教室設置 2教室, 塀の撤去は日本側工事で実施

DK4M グラン ダカール アリオン ディオップ コンクリートベンチ

撤去

樹木2本除去 電気・給水 学校正門移設 コンクリートベンチ撤去については

日本側工事で実施

DK5M ダカール プラトー チェイク アワ バラ ンバケ 電気・給水・下水

DK7M グラン ダカール リベルテ 6/C 樹木5本除去 電気・給水・下水

DK14M ゲダウェイ ピキン エスト/A 電気・給水 鳥小屋移設 鳥小屋の移設は日本側工事で実施

DK15M ゲダウェイ ピキン エスト/B トイレ撤去 樹木1本除去 電気・給水 仮設トイレ設置 トイレ撤去は日本側工事で実施

DK18M ピキン マム イェリ バディアン 電気・給水

DK30M チャロイエ マルティル C 97.8m 電気・給水 学校正門新設

DK20M ルフィスク市 キャン マルシャン 67m 電気・給水 学校正門新設

DK24M ルフィスク県 ニアガ 479m 電気・給水 学校正門新設

DK25M ルフィスク県 ディアムニャディオ 804m 学校正門新設

DK26M ルフィスク県 デニ ビラム ンダオ 建物（屋根なし） 204m 電気・給水 学校正門新設

DK27 クール マッサール カストル ソトラック 電気・給水

DK28M クール マッサール クール マッサール 2 電気・給水

ロ
ッ
ト

1
ロ
ッ

ト
2

 

 

 

第２グループ 
コード IDEN 学校名 既存施設撤去 樹木伐採、抜

根、整地

囲い塀の整備／

新設

電気・給水接続工

事

その他 備考

TH1 ティエス県 クール ヨロ サディオ 樹木1本除去 384m 学校正門新設

TH3 ティエス県 アブドゥラエ セネ 412m 給水 学校正門新設

TH5 ティエス県 EFA ティエナバ セック 381m 電気・給水 学校正門新設

TH9M ティエス県 ディアック ボドカン 806m 給水 学校正門新設

TH10M ティエス県 パクミ 樹木3本除去 704m 学校正門新設

TH11M ティエス県 ンディアイェン シラ 樹木2本除去 電気・給水

TH14 ティエス市 ルート ドゥ ダカール 2 電気・給水

TH15 ティエス市 スッド スタッド 樹木1本除去 電気・給水

TH16M ティエス市 ダロー サラム トイレ棟、管理棟撤

去

樹木4本除去 電気・給水 学校正門移設

仮設トイレ設置

トイレ棟、管理棟の撤去は日本側工

事で実施

TH2 ティエス県 プート 5 600m 仮設教室移設

学校正門新設

TH19 ティバウアン ティバウアン 13 塀撤去(75m) 148m 電気・給水 学校正門新設 塀撤去は日本側工事で実施

TH20 ティバウアン ティバウアン 16 496m 電気・給水 学校正門新設

TH26 ティバウアン メリナ ゲィエ 496m 学校正門新設

TH27M ティバウアン ンボロ 2 380m 電気・給水 学校正門新設

TH29M ティバウアン ノット 樹木1本除去 600m 学校正門新設

ロ
ッ
ト

3
ロ

ッ
ト
4
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３－４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

３－４－１ 運営計画 

 

本プロジェクトにおいて教室が整備されることにより、教職員の増員、教材の配布、運営費の

確保が必要となる。 

 

（１） 教職員 

１）既存校 

本プロジェクトで増員が必要となる教員数は、小学校では担任制が採用されているため増加す

るクラス数（整備後の教室数－既存クラス数）と同数、中学校では増加するクラス数（整備後の

教室数－既存クラス数）の 1.55 倍gと考えられる。また、小学校には原則として 1 校に 1 名のサ

プレヤント（代用教員）が配置されるが、既存校では既に配置されていると考えられるので、教

室数の増加による増員の必要はない。中学校では 3～5クラスに 1名のサーベイヤントが配置され

るため、教室数の増加に伴い増員が必要となる。4教室の増設に 1名の増員として算出する。h 

表３－２３ 計画対象校（既存校）の増員が必要となる教職員数 

小学校 中学校   

増加クラス数 教員 増加クラス数 教員 サーベイヤント

ダカール州 12 12 18 28 5 

ティエス州 36 36 29 45 8 

合計 48 48 47 73 13 

 

２）新設校 

計画対象校には 3 校の新設校（小学校 1 校、中学校 2 校）が含まれる。セネガル国側は同 3 校

への教職員の配置が必要となる。i 

 

表３－２４ 計画対象校（新設校）の増員が必要となる教職員数 

学校名（ID） 

リベルテ 6/C 中

学校 

CEM Liberté 6/C

（DK7M） 

デニ ビラム ン

ダオ中学校 

CEM Déni Biram 

Ndao（DK26M） 

ティバウアン 16

小学校 

Tivaouane 16

（TH20） 

新設教室数 10 8 8 

校長 1 1 1 

教員 16 13 8 

サプレヤント － － 1 

サーベイヤント 3 2 － 

合計 20 16 10 

 

                             
g 計画対象中学校（既存校）の 1クラス数あたりの教員数の平均値 1.55 を採用 
h ただし、敷地の制限により計画教室数が必要教室数より少なくなっている学校では、2部制や移動教室の採用に

よって、より多くのクラス数を確保することができるため、その場合には必要な教職員数は増加する。表の数値

は最低限必要な人数である。 
i 脚注 4に同じ。 
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３）合計 

既存校と新設校をあわせて、以下の教職員の増員が必要となる。 

ダカール州及びティエス州では、それぞれ、1 年間に平均約 600 名の小学校教員、約 200～300

名の中・高校教員が採用されていることから、教職員の確保に問題はない。j 

 

表３－２５ 増員が必要となる教職員数合計 

 内訳 増員が必要となる人数 

教員（校長含む） 57名 小学校 

職員（サプレヤント） 1名 

教員（校長含む） 104名 中学校 

職員（サーベイヤント） 18名 

 

（２） 教材 

教育省より各学校に教材セット（天秤、おもり、定規、三角定規、分度器、コンパス、温度計、

地球儀、地図、チャート等）が支給される。既存校には既に支給されていると考えられるため、

新設校 3校について新たな支給が必要となる。 

 

（３） 運営費 

 学校の運営・維持管理は、①教育省からの予算、②地方自治体からの援助、③生徒からの徴収

金によって賄われている。 

 

①小学校に対しては IDEN単位で予算を与え、中学校に対しては学校単位で予算を与えている

が、実際には現物支給であり学校に現金が支給されず、IDEN または教育省が管理してい

る。また、生徒数やクラス数等によって予算が決まるのではなく、従来から配布されて

いる定額が割り当てられている。 

②地方分権政策により小学校は市町村（collectivite local）、中学校は州（conseil regional）

が運営・維持管理に責任を持っている。市町村には税収がある一方、州には国から配布

される予算しかないことや、小さい自治体では予算が少ないため、自治体によって差が

ある。 

③上記①及び②では資金が足りないため、小学校では 2,000～5,000 Fcfa、中学校では 10,000 

Fcfa 程度（生徒 1 人あたり、年間）を生徒から徴収し、運営・維持管理に充てている。

この資金は、校長と経理担当職員が管理しており、各学校に設置されている学校運営委

員会（CGE）kが監査を行っている。 

 

３－４－２ 維持管理計画 

 

セネガル国では、上記の通り学校の運営・維持管理は地方自治体が責任を負うこととなってい

るが、自治体によって、学校が受けられる援助額に差がある。比較的小額な修理については生徒

                             
j 職員は、教員が異動することによって確保が可能である。教員養成計画については第 1章参照。 
k 小学校では Comité de Gestion d'Ecole、中学校では Conseil de Gestion d'établissement と呼ばれる。 
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からの徴収金で賄われているが、高額な修理については自治体に申請してもなかなか承認が下り

ず放置されている例がある。 

本プロジェクトで建設する施設は、清掃や修繕等の維持管理作業が容易で、引渡し後数年間は

維持管理が不要なものを基本とし、施設の維持管理費用の低減を図ることとするが、各学校では

中長期維持管理計画を立案し、生徒からの徴収金を小額ずつ積み立てていく必要がある。また、

維持管理計画立案時には自治体関係者の参加を促し、資金の確保に積極的な関与を得る必要があ

る。 

本プロジェクトでは、計画対象校の関係者に対して（１）維持管理に必要な資金を確保するた

めの啓発活動と資金調達計画の立案と実施のための指導、（２）維持管理の重要性を理解するため

の指導を内容とするソフトコンポーネントを実施し、整備された施設の維持管理に対する意識が

向上することを目指す。 
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３－５ プロジェクトの概略事業費 

 

３－５－１ 協力対象事業の概略事業費 

 

（１）日本側負担経費     施工・調達業者契約認証まで非公開 

 

（２）セネガル国側負担経費        258.2 百万 FCFA（約 48.3 百万円） 

表３－２６ セネガル国側負担経費内訳 

費目 金額（FCFA） 日本円換算（円） 

敷地整備（樹木除却等） 3,416,000 639,168 

正門、囲い塀整備 219,501,000 41,070,832 

仮設教室・仮設トイレ設置 18,896,000 3,535,631 

電気設備接続工事 2,300,000 430,353 

給水設備接続工事 2,500,000 467,775 

ソフコン実施費用 l 1,100,000 205,821 

施設建設にかかる実施費用 m 3,545,000 663,305 

銀行手数料 6,916,000 1,294,000 

合計 258,174,000 48,306,884 

なお、この額は 2010 年 6月の現地調査時に得た情報を元に日本側が試算した概算額である。 

 

（３）積算条件 

① 積算時点：平成 22年 7月 

② 為替交換レート：1US$ ＝92.35 円 

：1 現地通貨（FCFA：フラン・セーファー）＝0.18711円 

：1ユーロ＝122.74 円 

③ 施工・調達期間：工事の期間は、業務実施工程に示したとおり。 

④ その他：積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととする。 

 

                             
l ワークショップ等にかかる交通費として積算 

m コミッティ、毎月のサイト訪問への同行、竣工検査への同行にかかる交通費（州をまたぐ移動の場合は旅費）

を積算 
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３－５－２ 運営・維持管理費 

 

３－５－２－１ 運営費 

本プロジェクトの実施に伴う運営費の増額分は表３－２７と算出される。 

 

表３－２７ 年間運営費 

項目 算出根拠 金額額（百万 FCFA） 備考 

人件費 小学校教員

小学校職員

中学校教員

中学校職員

57人×2,336,000 FCFA

1 人×2,336,000 FCFA

104人×2,929,000 FCFA

18人×2,336,000 FCFA

482.2 

小学校教材セット費 350百万 FCFAo×1 校（新設小学校） 350.0 

中学校教材セット費 250百万 FCFAp×2 校（新設中学校） 500.0 

運営費 1.2百万 FCFAq×新設中学校 2校r 2.4 

教育省負担n 

合計 1,334.6  

 

この額は教育省の 2012 年度予算計画額 324,242 百万 FCFA の約 0.4％であるため、教育省にと

っては十分に負担可能な額であると考えられる。 

このほか、各学校において生徒から徴収される資金が、運営・維持管理費として使用される。

（以下３－５－２－２参照） 

 

なお、教職員給与の算出には各カテゴリーの平均値を採用した（表３－２８）。 

 

表３－２８ 教職員の平均給与額（年額） 

 カテゴリー 平均給与（年額） 採用給与額（年額）

公務員正規教員（Instituteur） 3,795,000 

公務員準正規教員（Instituteur 

adjoint） 

2,700,000 

契約教員（Contractuel） 1,769,000 

ボランティア教員（VEN） 1,080,000 

2,336,000 小学校 

職員（サプレヤント） 小学校教員と同額 2,336,000 

公務員教員（Professeur） 4,871,000 

契約教員（Contractuel） 2,862,000 

臨時教員（VAC） 1,053,000 

2,929,000 中学校 

職員（サーベイヤント） 小学校教員と同額 2,336,000 

（出典：DAGE から入手した情報より作成） 

 

                             
n 公務員教員の給与は財務省が直接配布するが、教育省の予算である。 

o DAGE より 

p DAGE より 

q DAGE より 

r 小学校には IDEN 単位で支給しているので増額はない 
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３－５－２－２ 維持管理費 

本プロジェクトで建設する施設は、引渡し後数年間は維持管理を必要としないと考えられるが、

その後に予想される維持管理項目、頻度、経費を表３－２９に挙げる。 

 

表３－２９ 維持管理費試算（31 校分） 

項目 頻度 
1 年間に換算した経費

（千 FCFA） 
備考 

外壁 8 年に 1回 15,837 

内壁 5年に 1回 14,970 

黒板 1年に 1回 26,900 

建具 2年に 1回 16,235 

 再塗装 

鉄骨 2年に 1回 8,326 

水洗トイレ汚水槽清掃 1年に 1回 600 

汲み取り式トイレ沈積物除去 1年に 4回 1,600 

電球交換 3年に 1回 3,665 

各学校、自治体負

担 

合計   88,133  

（約 16.5百万円） 

３－４－１（３）に記載のとおり、各学校では生徒から運営・維持管理等の費用として、小学

校では 2,000～5,000 FCFA、中学校では 10,000 FCFA 程度（生徒 1 人あたり、年間）が徴収され

ており、計画対象校では年間約 251,700千万 FCFA が徴収されることになる。s 

 表３－２９の額は、生徒からの徴収金の約35.0％にあたることから、十分負担可能な額であり、

残りの 65％を学校運営に活用することができる。 

 

 

３－６ 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

 

本プロジェクトによって整備される施設が継続的かつ有効に使用されるために、教育省及び地

方自治体が取り組む必要があると考えられる課題は以下のとおり。 

 

① 本プロジェクトによって整備される学校に対して、必要な教職員を配置する。 

② 本プロジェクトによって整備される学校に対して、必要な運営・維持管理費を割り当てる。 

 

 

 

                             
s 計画対象小学校 12 校の予測生徒数 6,200 人×3,500FCFA＝21,700,000 FCFA、計画対象中学校 19 校の予測生徒数

23,000 人×10,000 FCFA＝230,000,000 FCFA 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 プロジェクトの評価 
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第４章 プロジェクトの評価 

 

４－１ プロジェクトの前提条件 

 

４－１－１ 事業実施のための前提条件 

 

本プロジェクトを開始するために前提となる条件は以下のとおり。 

(1) 施設建設のために必要な土地が確保されること 

(2) 免税措置が取られること 

(3) 既存施設および障害物の解体撤去工事を実施するとともに、盛り土、整地が行われること（た

だし、本プロジェクトの施設の建設位置にある障害物の解体撤去工事については、工事を遅滞な

く実施するために日本側負担で実施する） 

 

４－１－２ プロジェクト全体計画達成のための前提条件・外部条件 

 

本プロジェクトの効果を発現・持続するための前提条件、外部条件（プロジェクトではコント

ロールできない条件）は以下のとおり。 

(1) PRSP、PDEF 実施の方針に変更がないこと 

(2) 教育行政の地方分権化の方針に変更がないこと 

 

また、プロジェクトの全体計画の達成に向けて、技術協力プロジェクト（PAES 2）により補完・

強化される事項は以下のとおり。 

(1) 各学校において、CGE を中心として学校活動計画を策定する能力 

(2) 各学校において、校長及び CGE 代表が学校活動計画策定及び CGE をモニタリングする能力 

 

４－２ プロジェクトの評価 

 

４－２－１ 妥当性 

 

本プロジェクトは、以下の理由により我が国の無償資金協力による協力対象事業の実施が妥当

であると判断される。 

(1) 本プロジェクトの裨益対象は、ダカール州及びティエス州の生徒（約 30,000 名）や教職員（約

500 名）など一般国民である。 

(2) 本プロジェクトのプロジェクト目標は、ダカール州及びティエス州の教育環境を改善するこ

とであり、我が国の無償資金協力の目的であるベーシックヒューマンニーズ（BHN）、教育お

よび人造りに合致する。 

(3) 本プロジェクト計画対象校は、セネガル国側独自の資金と人材、技術で運営・維持管理を行

うことができ、高度な技術を必要としない。 
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(4) 本プロジェクトの内容は、セネガル国の貧困削減戦略文書（PRSP）及び長期教育計画である

「教育・訓練 10カ年計画（PDEF）」の目標達成に資する計画である。 

(5) 本プロジェクトは小学校及び中学校を整備するプロジェクトであり、実施によって収益を伴

わない。 

(6) プロジェクト実施に伴い大規模な造成や住民移転等が発生しないことから、環境社会面での

負の影響がほとんど無い。 

(7) 我が国の無償資金協力（コミュニティ開発支援無償）の制度によりプロジェクトの実施が可

能である。ただし、施工業者の調達には留意すべきである（３－２－４－２、3-35ページ参

照）。 

(8) 我が国は、1990 年代から無償資金協力によって学校建設を支援していることに加え、教育地

方行政や学校運営に関して開発計画調査型技術協力プロジェクト、技術協力プロジェクト、

青年海外協力隊の派遣等を通じて恒常的に支援を行っており、教育分野において優位性があ

る。 

 

４－２－２ 有効性 

 

本プロジェクトの実施により期待される効果は以下のとおり。 

 

(1) 定量的効果 

 

指標名 現状の数値

（2009/10 年度） 

計画値 

（2012/13 年度）

1教室あたりの収容人数（小学校）平均 76.7人 47.8人 

1教室あたりの収容人数（中学校）平均 161.7人 80.2 人 

計画対象小学校における教室数1 51 129 

計画対象中学校における教室数2 96 287 

※対象範囲は対象サイト 

※セネガル国教育省の定める 1教室あたりの望ましい収容人数は、小学校 48人、中学校 45人 

 

(2) 定性的効果 

� 男女別トイレを整備することにより生徒の衛生に対する意識が向上する。 

� 男女別トイレを整備することにより女子生徒の通学意欲が向上する。 

� 学校環境の改善により、協力対象校の就学率、留年率や中途退学率の改善に寄与する。 

� 計画対象校において、整備された施設の維持管理に対する学校関係者の意識が向上する。 

 

以上の内容により、本プロジェクト実施の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 

                             
1 調査時点における継続使用可能な教室数 
2 上記 1に同じ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 



１．調査団員氏名、所属 

 

（１）現地調査Ⅰ（平成 22年 6月 12 日～7月 20 日） 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 団長 
JICA 人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第二課 課長 

青木 協太 調達監理計画 JICS 業務第一部 施設第三課 課長補佐 

村川 太志郎 計画管理 
JICA 人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第二課 

吉澤 博幸 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

毛利 信弘 建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 建築設計Ⅱ 株式会社 毛利建築設計事務所 

粂川 伸司 施工計画／調達計画／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

田中 真紀 教育計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

岡田 有希子 教育計画Ⅱ（自主補強） 株式会社 毛利建築設計事務所 

榎本 久美子 建築設計Ⅲ（自主補強） 株式会社 毛利建築設計事務所 

芹沢 紀靑 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

 

（２）現地調査Ⅱ 概要説明（平成 22年 12 月 4日～12 月 13 日） 

氏名 業務内容 所属 

丹原 一広 団長 
JICA 人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第二課 課長 

甲田 小百合 計画管理 
JICA 人間開発部基礎教育グループ基礎教育

第二課 

吉澤 博幸 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

粂川 伸司 施工計画／調達計画／積算 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 建築設計Ⅱ（自主補強） 株式会社 毛利建築設計事務所 

芹沢 紀靑 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 

 

 

（３）現地調査Ⅲ 入札図書作成参考資料（案）説明（平成 23年 3月 5日～3月 14 日） 

氏名 業務内容 所属 

吉澤 博幸 業務主任／施設計画 株式会社 毛利建築設計事務所 

毛利 信弘 建築設計Ⅰ 株式会社 毛利建築設計事務所 

横堀 淳一 建築設計Ⅱ（自主補強） 株式会社 毛利建築設計事務所 

芹沢 紀靑 通訳 株式会社 毛利建築設計事務所 
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２．調査行程 

 

（１）現地調査Ⅰ（平成 22年 6月 12 日～7月 20 日） 
日時 官団員 ａ ｂ ｃ ｄ e f g h

団長
JICA

計画管理
JICA

調達監理計画
JICS

業務主任／施設計画 建築設計I 建築設計II
施工計画／調達計画

／積算
教育計画 通訳

教育計画Ⅱ
（自主補強）

建築設計Ⅲ
（自主補強）

丹原一広 村川太志郎 青木協太 吉澤博幸 毛利信弘 横堀淳一 粂川伸司 田中真紀 芹沢紀靑 岡田有希子 榎本久美子

10日間 10日間 10日間 39日間 30日間 39日間 29日間 32日間 36日間 29日間 30日間

1 6/12 土 成田発→

2 6/13 日 →パリ→ダカール着

3 6/14 月 dに同行 積算関連調査 ａに同行 ａに同行 aに同行

4 6/15 火
経済財務省、教育
省事業契約室

ティエスIA協議、ダ
カールIA協議

同上
経済財務省、教育省
事業契約室

同上 同上 同上

5 6/16 水 同上 積算関連調査 同上 同上 同上

6 6/17 木 同上 同上 同上 同上 同上

7 6/18 金 成田発→パリ 同上 同上
ミニッツ署名、JICA事
務所報告

ミニッツ署名
ミニッツ署名、教育関
連調査

成田発→パリ

8 6/19 土 施設計画関連調査 パリ→ダカール着 同上 同上 教育関連調査 eに同行 eに同行 パリ→ダカール着

9 6/20 日
資料整理、団内打合
せ

10 6/21 月 サイト調査準備 積算関連調査
ダカールIA打合せ、
DAGE打合せ

aに同行 eに同行 dに同行

11 6/22 火 同上 同上 ティエスIA打合せ 同上 同上 同上

12 6/23 水

13 6/24 木 bに同行 DK1M, DK3M bに同行 DK12M, DK13M
NGO(ACA)調査、
IDEN（Grand Dakar 1）

eに同行 同上 dに同行

14 6/25 金 dに同行 DK2M, DK11M 同上 DK7M, DK6 dに同行 同上 同上 同上

15 6/26 土 bに同行 DK14M, DK15M 同上 DK10, DK8
NGO(ANAFA)調査,
DK8

同上 同上 同上

16 6/27 日

17 6/28 月
中等教育局、企画改
革局協議

DK18M, DK19M bに同行 DK16, DK17
中等教育局、企画改
革局協議

ａに同行 ｅに同行 dに同行

18 6/29 火 学校建設局協議 aに同行 DK30M, DK9 DK28M, DK27
DK28M, AFD支援校
調査

同上 同上 同上

19 6/30 水
無償（4次）校調査、
IDEN (Pikine), DPRE
協議

DK24M, DK26M bに同行 DK29M, DK22 aに同行 同上 同上 同上

20 7/1 木 bに同行 DK21, DK25M 同上 DK23, DK20M
無償（5次）校調査、
IDEN（Rufisque 1）

eに同行 同上 同上

21 7/2 金
ダカール→ティエス、
IAティエス、IDEN
（Thies Department）

ダカール→ティエス、
TH12, TH13

同上
ダカール→ティエス、
TH14, TH18M

aに同行 aに同行 同上 同上

22 7/3 土
IDEN（Tivaouane）、無
償（2次）視察

TH16M, TH17M 同上 TH15, TH10M 同上 同上 同上 同上

23 7/4 日

24 7/5 月
IDEN(Thies Ville)→ダ
カール

TH8M, TH2, TH7 bに同行 TH6, TH11M aに同行 aに同行 ｅに同行 dに同行

25 7/6 火
中間報告（TV会議）、
安全対策連絡協議会
→ティエス

TH1, TH5 同上 TH3, TH4, TH9M
中間報告（TV会議）
NGO(Aide et Action)
調査

eに同行 同上 同上

26 7/7 水 TH21, TH22 TH19, TH20 同上 →ダカール

IDEN（Rufisque2,
Tivaouane, Thies
Ville, Thies
Department）

同上 同上 aに同行

27 7/8 木 TH24, TH23
TH26, TH27M,
TH29M

同上
積算関連調査、ダ
カール発→

IDEN（Thiaroye,
Grand Dakar 2,Dakar
Banlieue）

同上
eに同行、ダカール発
→

同上

28 7/9 金 TH28M→ダカール
TH25, TH30M→ダ
カール

同上 →パリ→
教育省（DPRE,
DAGE）

同上 →パリ→ 同上

29 7/10 土
テクニカルノート案作
成、資料整理

aに同行 aに同行
→ジブチ（他案件調査
へ）

テクニカルノート案作
成、資料整理

テクニカルノート案作
成、資料整理

→成田着 aに同行

30 7/11 日
資料整理、団内打合
せ、ダカール発2250

資料整理
団内打合せ

資料整理
団内打合せ

31 7/12 月 DCS協議 DCS協議 建築設計調査 →0605パリ1925→ ａに同行 建築・積算関連調査

32 7/13 火 DPRE, DAGE協議 DPRE, DAGE協議 同上 →1415成田着 同上 同上

33 7/14 水 DPRE, DAGE協議 建築関連調査 同上 同上 同上

34 7/15 木
テクニカルノート署
名、JICA報告

aに同行
ダカール発→

同上
同上
ダカール発→

同上
ダカール発→

35 7/16 金
大使館報告
建築関連調査

→パリ→ 同上 →パリ→ →パリ→

36 7/17 土 建築関連調査 →成田着 同上 →成田着 →成田着

37 7/18 日
補足調査
ダカール発→

補足調査
ダカール発→

ジブチ→パリ→

38 7/19 月 →パリ→ →パリ→ →成田着

39 7/20 火 →成田着 →成田着

資料整理、団内打合せ

→成田着 ダカールIA打合せ、建築関連調査

ティエスIA打合せ

サイト調査（ダカール） 合同調査 DK4M, DK5M

成田発→パリ

パリ→ダカール着

ティエスIA協議、ダカールIA協議

教育省協議、経済財務省表敬、過去無償案件視察（ダカール州、5次、3次）

ミニッツ協議

ミニッツ署名、JICA事務所報告、大使館報告

成田発→パリ

パリ→ダカール着

JICA事務所・日本大使館表敬、教育省表敬・協議

ダカール発→

→パリ→

資料整理、サイト調査準備、団内打合せ

資料整理、団内打合せ
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（２）現地調査Ⅱ 概要説明（平成 22年 12 月 4日～12 月 13 日） 

日時 ａ b c d

総括 計画管理 業務主任／施設計画
施工計画／調達計画／

積算
通訳 建築設計II（補強）

丹原一広 甲田小百合 吉澤博幸 粂川伸司 芹沢紀靑 横堀淳一

8日間 8日間 10日間 10日間 10日間

11/27 土 成田発→パリ

11/28 日 パリ→ダカール着

11/29 月
地盤調査再委託関連調

査

11/30 火 同上

12/1 水 同上

12/2 木
入札図書作成業務再委

託関連調査

12/3 金 同上

1 12/4 土 同上

2 12/5 日 資料整理

3 12/6 月
ローカルコンサルタント打

合せ
積算関連調査 ａに同行 ｂに同行

4 12/7 火 再委託契約締結 積算関連調査 同上 同上

5 12/8 水
JICA事務所打合せ、教育省

概略設計概要説明
同上 同上 同上

6 12/9 木 同上 同上 同上

7 12/10 金
ミニッツ署名、大使館・

JICA事務所報告
同上 同上 同上

8 12/11 土 補足調査、ダカール発→

9 12/12 日 →パリ→

10 12/13 月

官団員

マリ案件調査

↓

↓

↓

↓

↓

↓ 成田発→パリ

↓ パリ→ダカール着

↓

バマコ→

ダカール着、JICA事務所打合せ、教育省

概略設計概要説明

JICA事務所打合せ、KfW、CIDA、WBへプロジェクトの概要説明、ミ

ニッツ協議、レセプション

ミニッツ署名、大使館・JICA事務所報

告、ダカール発

パリ→→

羽田着

→成田着  

 

（３）現地調査Ⅲ 入札図書作成参考資料（案）説明（平成 23年 3月 5日～3月 14 日） 

日時 ａ b c d

業務主任／施設計画 建築設計Ⅰ 通訳 建築設計II（補強）

吉澤博幸 毛利信弘 芹沢紀靑 横堀淳一

10日間 10日間 10日間 17日間

2/26 土 成田発→パリ

2/27 日 パリ→ダカール着

2/28 月 入札参考資料まとめ

3/1 火 同上

3/2 水 同上

3/3 木 印刷製本

3/4 金 同上

1 3/5 土 資料整理

2 3/6 日 同上

3 3/7 月
ａに同行、入札制度

変更調査

4 3/8 火 同上

5 3/9 水 同上

6 3/10 木 同上

7 3/11 金 同上

8 3/12 土 ダカール発→

9 3/13 日 →パリ→

10 3/14 月 →成田（羽田）着

JICA報告

成田発→パリ

パリ→ダカール着

DAGE（入札参考資料説明）

DPRE（入札参考資料説明）

ダカールIA、IDEN（入札参考資料説明）

ティエスIA、IDEN（入札参考資料説明）、テクニカルノート署名
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３．関係者（面会者）リスト 

 

（１）現地調査Ⅰ 

 

就学前・初等・中等教育・国語省（Ministère de l’Enseignement Préscolaire, de l’Elémentaire, 

du Moyen - Secondaire et des Langues Nationales） 

氏名 所属 役職 

M. Mafakha TOURE ― 事務次官  

M. Djibril Ndiaye DIOUF 
教育企画改革局

（DPRE） 
局長 

M. Idrissa BALDE DPRE プログラミング室 室長 

M. Ibrahima CISS DPRE 
建設プログラムモニタリング課 

課長 

M. Amadou Gueye SEYE DPRE 学校地図課 課長 

M. Ousmane SECK DPRE 学校統計室 室長 

M. Elhadji NDIAYE モニタリング室 室長 

M. Ndoye Mame MOUSSE 総務機材局（DAGE） 局長 

M. Assane DIENG DAGE 予算財政課 課長 

M. Momoyah Mohamed Lamine SYLLA DAGE   

M. Daouda GUEYE 事業契約室 公共事業契約コーディネーター 

M. Moussa NDIAYE 初等教育局 パートナー（ドナー）課 課長 

M. Alioune Badara DIOP 初等教育局   

M. Ibrahima NDOUR 中等教育局 局長 

M. Papa SENE 中等教育局 副局長 

M. Daouda THIAO 中等教育局 学校生活施設課 課長 

M. Abdoulaye SOUMARE 中等教育局   

 

州視学官事務所（Inspections d'Académie, IA） 

M. Baba Ousseynou LY ダカール IA 総視学官 

M. Seyni WADE ダカール IA 副総視学官 

M. Medoune DIENG ダカール IA 計画担当者 

Mme. Absatou Diop DIALLO ティエス IA 総視学官 

M. Mamadou FALL ティエス IA 州テクニカルコーディネーター 

M. Mamadou DIEYE ティエス IA モニタリング課 課長 

M. Makhtar NDOUR ティエス IA 試験課 課長 

 

県視学官事務所（Inspections Départementales de l'Education Nationale, IDEN） 

M. Papa Ibrahima HANE チャロイエ 計画担当者 

M. Ibrahima SAKHO ルフィスク 1 県視学官 
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M. Oumar DIAGNE ルフィスク 1 計画担当者 

M. Moustapha GUEYE ルフィスク 2 計画担当者 

M. Papa M. TALL ルフィスク 2 人材管理担当 

M. Ibrahima SYLLA ゲダウェイ 計画担当者 

Mme. Anta Diop NDIAYE グランダカール 1 県視学官 

M. Ibrahima Amadou LY グランダカール 1 計画担当者 

Mme. Khady Diop MBODJI グランダカール 2 県視学官 

M. Mor Diabel MBAYE グランダカール 2 計画担当者 

M. Abdoulaye SALL ピキン 県視学官 

M. Souleyman NDIAYE ピキン 計画担当者 

M. Cheikh SENE ﾀﾞｶｰﾙ ﾊﾞﾝﾘｭｰ 計画担当者 

M. Jerome FAYE ティエス県 視学官補佐 

M. Alioune NIDAYE ティエス県 計画担当者 

M. Modou FALL ティバウアン 県視学官 

M. El Hadji Ibrahima NDIAYE ティバウアン 計画担当者 

M. Talla FAYE ティエス市 県視学官 

 

経済財務省（Ministère de l’Economie et des Finances） 

M. Massar WAGUE 経済財政協力局 局長 

Commandant DOUCOURE 関税総局 司令官 

M. Georges DIENE 関税総局 免税・投資事務所長 

Mme. Yama Kougaté DIABY 租税財産総局 租税制度・承認事務所 

 

都市住宅建設省（Ministère de l’Urbanisme, de l’Habitat, de la Construction et de l’

Hydraulique） 

M. Ousmane DIOP 学校施設建設局（DCS） 局長 

M. Moussa SOW DCS 建設課 課長 

 

NGO 

M. Ousmane SECK ACA プログラムマネージャー 

M. Hamidou SOUKOUNA Aide et Action 国内事務所コーディネーター 

M. Valdiodio NDIAYE ANAFA 
管理・財政／プロジェクトモニタリン

グ担当 

 

在セネガル日本国大使館 

淡川 貴夫 二等書記官 

 

JICAセネガル事務所 

大久保 久俊 所長 
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梅本 真司 次長 

丸山  隆央 所員 

琴浦 容子 所員 

桑畑 美津子 企画調査員（広域・教育） 

西原 鉄馬 企画調査員（資金） 

M. Macaty Fall  

 

（２）現地調査Ⅱ 

 

就学前、初等、中等前期、中等後期、国語担当教育省（Ministère de l’Education chargé du 

Préscolaire, de l’Elémentaire, du Moyen, du Secondaire et des Langues Nationales） 

氏名 所属 役職 

M. Mafakha TOURE ― 事務次官  

M. Idrissa BALDE 教育企画改革局（DPRE） プログラミング室 室長 

M. Ndoye Mame MOUSSE 総務機材局（DAGE） 局長 

M. Elhadji NDIAYE モニタリング室 室長 

M. Moussa SOW 学校施設建設局（DCS） 建設課 課長 

 

州視学官事務所（Inspections d'Académie, IA） 

M. Ibrahima BAR ティエス IA 副視学官 

M. Mamadou FALL ティエス IA 州テクニカルコーディネーター 

 

県視学官事務所（Inspections Départementales de l'Education Nationale, IDEN） 

M. Modou FALL ティバウアン 県視学官 

M. Mamadou Abdul Sow ティバウアン  

M. Malick Ndiaye ティエス市  

M. Fatou Diop Ndiaye ティエス県  

Mme. Khady Diop MBODJI グランダカール 県視学官 

M. Abdou Fall ルフィスク市  

M. Magatte SAMB ルフィスク県  

M. Cellé NDIAYE チャロイエ  

M. Dioaley ka Ndiaye SY クールマッサール  

M. Fatou Binetau DIOP ダカールプラトー  

M. Cheikh SENE パルセル・アセニ 計画担当者 

M. Ibrahima SYLLA ゲダウェイ 計画担当者 

M. Abdoulaye SALL ピキン 県視学官 
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経済財務省（Ministère de l’Economie et des Finances） 

M. Massar WAGUE 経済財政協力局 局長 

 

カナダ国際開発庁（Bureau d’Appui  à la cooperation Canadienne, BACDI） 

M. Diaba SEYE コーディネーター 

M. Ibrahima DIOME 教育アドバイザー 

 

世界銀行（Banque Mondiale） 

M. Atou Seck シニア教育エコノミスト 

 

ドイツ復興金融公庫（KFW） 

M. Marième Kane プログラムアシスタント 

 

在セネガル日本国大使館 

深田 博史 特命全権大使 

二石 昌人 公使参事官 

番浦 剛正 二等書記官 

 

 

（３）現地調査Ⅲ 

 

就学前、初等、中等前期、中等後期、国語担当教育省（Ministère de l’Education chargé du 

Préscolaire, de l’Elémentaire, du Moyen, du Secondaire et des Langues Nationales） 

氏名 所属 役職 

M. Alassane Faye モニタリング室  

M. Ousmane DIOP 学校施設建設局（DCS） 局長 

M. Moussa SOW DCS 建設課 課長 

M. Alblamane Ndiaye DCS 調査課 課長 

M. Mamadu Moustapha Ndiaye DCS プロジェクト長 

 

州視学官事務所（Inspections d'Académie, IA） 

M. Ibrahima BAR ティエス IA 副視学官 
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- 8 -- 8 -



- 9 -- 9 -



- 10 -- 10 -



- 11 -- 11 -



- 12 -- 12 -



- 13 -- 13 -



- 14 -- 14 -



- 15 -- 15 -



- 16 -- 16 -



- 17 -- 17 -



- 18 -- 18 -



- 19 -- 19 -



- 20 -- 20 -



- 21 -- 21 -



- 22 -- 22 -



- 23 -- 23 -



- 24 -- 24 -



- 25 -- 25 -



- 26 -- 26 -



- 27 -- 27 -



- 28 -- 28 -



- 29 -- 29 -



- 30 -- 30 -



- 31 -- 31 -



- 32 -- 32 -



- 33 -- 33 -



- 34 -- 34 -



- 35 -- 35 -



- 36 -- 36 -



- 37 -- 37 -



- 38 -- 38 -



- 39 -- 39 -



- 40 -- 40 -



- 41 -- 41 -



- 42 -- 42 -



- 43 -- 43 -



- 44 -- 44 -



- 45 -- 45 -



- 46 -- 46 -



- 47 -- 47 -



- 48 -- 48 -



資料５ 

1 

 

ソフトコンポーネント計画書 

 

１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

本プロジェクトは、セネガル国ダカール州及びティエス州において小学校または中学校の施設

整備を通じ、計画対象校の初等教育及び前期中等教育の教育環境改善を目指すものである。 

準備調査では、既存校の運営・維持管理体制および状況について調査を実施した。その結果、

新設間もない学校以外は全校に学校運営委員会（CGE1）が設置されており、CGE メンバーは選挙で

民主的に選ばれ、年間計画の作成、実施、報告を行っていることが確認された。新設間もない学

校では、CGE の設立に向けて取り組んでおり、校長の指導の下、資金管理や日常の清掃が実施さ

れている。 

セネガル国では学校の運営・維持管理は、地方分権政策に基づき地方自治体が責任を持ってい

る（中学校では州、小学校では市町村）。運営・維持管理にかかる費用は①教育省からの予算、②

地方自治体の援助、③生徒からの徴収金によって賄われている。そのうち主な資金は生徒からの

徴収金であり、この資金は校長と会計担当が管理し、CGE が監査を行い、透明性が確保され適正

に使用されている。 

清掃についてはおおむね実施されており問題はなく、清掃用具等は少ない資金から捻出して購

入されている。維持管理については、家具修理等少額のものは実施するが、多額の費用を要する

建具や壁の塗り替え等については資金が足りないので放置されている状況が見られた。したがっ

て、整備された施設が適切に運営・維持管理されるためには、（１）維持管理の重要性への理解、

（２）必要な資金を確保するための具体的方法に対する知識が不足していると考えられる。 

これら 2点を補うため、ソフトコンポーネントを実施することが必要である。 

 

（１） 維持管理の重要性を理解する。 

日常的な清掃と壊れる前の予防（予防的維持管理）の重要性を理解することにより、施設

を適切に維持管理するとともに維持管理にかかる費用を抑える。 

（２） 必要な資金を確保する 

中長期の維持管理計画に基づいて資金を積み立てる必要性を理解する。 

また、運営・維持管理に責任をもつ地方自治体やコミュニティに、学校の施設を知ること

によって学校を身近に感じて関心を持ってもらい、積極的な資金協力を促す。 

 

 セネガル国では、JICAの技術協力プロジェクト「教育環境改善プロジェクトフェーズ 2（Projet 

d’Amélioration de l’Environnement Scolaire (PAES) Phase 2, PAES Phase 2）」（以下、「PAES2」

とする。）を 2010年 9 月より 4年間の予定で実施中であり、ルーガ州を対象に実施されたフェー

ズ 1を受けてセネガル国内における全国展開が計画されている。PAES2 では、校長、教員代表、

保護者会（APE2）代表など、関係者の代表で構成される CGE を主な対象とし、CGE を機能させるこ

とにより維持管理を含めた学校運営全般を改善するモデルとモニタリング体制を確立し、全州へ

普及することを目的としているのに対し、本ソフトコンポーネント計画では、CGE のみならず、

地域住民や、学校の運営・維持管理に責任を有する地方自治体関係者を対象とし、整備された施

設が適切に運営・維持管理されることを目的としている。本プロジェクトの対象地域であるダ

カール州及びティエス州も PAES2 の対象に入ることから、本格的な技術支援は PAES2 が実施

                                                  

1 小学校では Comité de Gestion d'Ecole、中学校では Comité de Gestion d'établissement と呼ばれる。 
2 Association des Parents d'Elèves 
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することとなるが、本ソフトコンポーネント計画では、施設整備の機会に実施することによ

って、より効果が現れると考えられる活動を実施する。なお、実施にあたっては過去の無償

資金協力案件のソフトコンポーネント（平成 13 年度「第 4次小学校建設計画」及び平成 18

年度「小中学校教室建設計画」）において作成されたマニュアルに必要な改善を加えて活用す

る。 

 

２．ソフトコンポーネントの目標 

本ソフトコンポーネント計画では、以下のとおり目標を設定する。 

 

上位目標 整備された施設が良好な状態に保たれる。 

目標 整備された施設の維持管理に対する意識が向上する。 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

上記の目標に対し、成果を以下のとおり設定する。 

成果１ 維持管理・衛生の重要性が理解される。 

成果２ 維持管理にかかる資金調達方法が理解される。 

成果３ 整備された施設に関する知識が得られる。 

 

４．成果達成度の確認方法 

各成果に対する活動および達成度の確認方法は以下表のとおり。 

成果と活動 達成度確認方法 

成果１：維持管理・衛生の重要性が理解される。 

・ 既存マニュアルを改善する 

・ 予防的維持管理、基本的な衛生にかかる講習を実施する 

出席者リスト 

マニュアル 

アンケート 

成果２：維持管理にかかる資金調達方法が理解される。 

・ 中長期維持管理計画を策定する 

・ 資金の調達方法にかかる講習を実施する 

出席者リスト 

資金調達計画 

資金帳簿 

アンケート 

成果３：整備された施設に関する知識が得られる。 

� 校舎やトイレの構造にかかる講習を実施する（建設現場見学会）

� 関係者が建設進捗情報を共有する 

出席者リスト 

建設進捗情報 

アンケート 

 

５．ソフトコンポーネントの活動 

（１） 対象者 

本プロジェクトの計画対象校全校（31校）の学校関係者を対象とする。すなわち、ダカ

ール州の小学校 3校、中学校 13校、ティエス州の小学校 9校、S中学校 6校の校長、教員、

CGE、保護者会（APE）、地域住民、管轄する地方自治体の関係者である。 

（２） 実施時期 

ダカール州における建設が開始後 2012 年 2 月中旬頃～ティエス州における建設が終了

する 2013年 12月下旬頃に実施する。 

（３） 実施体制 

実施主体はダカール州及びティエス州の州視学官事務所（Inspections d'Académie, IA）

および計画対象校を管轄する 12 の県視学官事務所（Inspections Départementales de 

l'Education Nationale, IDEN）。（教育行政区分では IAは中学校を管轄、IDENは小学校を
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管轄している。したがって、ソフコンも基本的にこの教育行政区分に従い、対象中学校に

ついては IAが実施主体、対象小学校については IDENが実施主体として計画するが、実施

段階においては IA、IDENと協議の上で対応する。）本邦コンサルタントが「ソフコン管理

者」として活動全体の監督を行い、ローカル NGO及びローカルコンサルタントが本邦コン

サルタントからの委託を受けて活動を実施する。 

なお、前述のとおり本プロジェクトは PAES 2 と対象地域及び活動期間が重なることか

ら、PAES2 と適宜情報共有を行う。 

次の図に実施体制を示す。 

 

ソフコン管理者

ローカルNGO

ローカルコンサルタント

IA

IDEN

JICA 技術協力プロジェクト

（PAES 2）

校長、教員、CGE、APE、地域住民
地方自治体

(Collectivité Locale)

調達代理機関（JICS）

情報共有

協力

契約報告

協力

ソフコン実施機関ソフコン実施主体

ターゲット
建設現場見学会、講習等の実施

 

 

（４） 活動内容 

活動は次の 4 段階で行う。 

【立ち上げ段階】 

IA、IDEN、ローカル NGO、ローカルコンサルタントとソフコン管理者がソフトコンポー

ネントの活動目的・内容、役割分担を確認し、既存マニュアルに必要な改善を加える。マ

ニュアルの改善についてはソフコン管理者、ローカル NGO、ローカルコンサルタントが中

心となって実施し、IA、IDENと内容について協議する。 

建設現場見学・講習会を数箇所で開催（トライアル）し、今後の見学・講習内容を確認

する。建設現場見学会・講習会の実施はローカル NGO及びローカルコンサルタントが担当

し、IA、IDENは学校や管轄する自治体への連絡等に便宜を図る。 

【建設現場見学・講習会の実施段階】 

立ち上げ段階で確認された建設現場見学・講習会の内容をローカル NGO及びローカルコ

ンサルタントが中心となって実施する。IA、IDENは学校や管轄する自治体への連絡等に便

宜を図る。 

【各学校による活動段階】 

各学校が、建設中の施設の情報を、管轄する自治体、地域住民等と共有する。また、中

長期維持管理計画に基づき資金調達計画を立案し、実行する。 

建設中の情報については、ローカル NGOが施工監理を実施するローカルコンサルタント

より工事進捗写真を入手し、取りまとめて IA、IDENに配布し、IA、IDENが各学校に配布

する。なお、新設校の情報については、IAまたは IDENが取りまとめて自治体、地域住民
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等と共有する。 

【フォローアップ段階】 

講習会で実施した内容の再確認、資金調達計画の実施状況確認を行う。ローカル NGOが

中心となって実施し、IA、IDENは学校や管轄する自治体への連絡等に便宜を図る。 

 

各段階の活動の概要は以下の表のとおり。 

 

１）立ち上げ段階 

時期 第 1グループの建設開始後 

期間 2012 年 2月～3月頃に 3 週間程度 

実施場所 ダカール州 

参加者 IA、IDEN、ソフコン管理者、ローカル NGO、ローカルコンサルタント

目的 活動全般に対する確認 

活動内容 ・ ソフコンの活動内容、責任分担等の確認 

・ 既存マニュアルの改善（→成果１） 

・ 建設現場見学・講習会の実施（トライアルとして第 1 グループ

の 2箇所程度）（→成果１、２、３） 

・ 今後の講習内容の確認 

 

２）建設現場見学・講習会の実施段階 

時期 上記１）終了後 

期間 第 1グループ：2012 年 3 月頃～5月頃 

第 2グループ：2013年 3 月頃～5月頃 

実施場所 第 1グループ：ダカール州 6 箇所（2箇所は実施済み） 

第 2グループ：ティエス州 6 箇所 

目的 維持管理・衛生の重要性の理解、維持管理・衛生にかかる基本的知

識の習得 

活動内容 ・ 建設現場見学・講習会において以下の講習の実施（→成果１、

２、３） 

校舎、トイレの構造 

資金の調達方法 

維持管理、基本的な衛生 

 

３）各学校による活動段階 

時期 上記２）終了後 

期間 第 1グループ：2012 年 3 月頃～12月頃 

第 2グループ：2013年 3 月頃～12月頃 

実施場所 第 1グループ：ダカール州の各学校（16校） 

第 2グループ：ティエス州の各学校（15校） 

目的 各学校で講習の内容を実行 

活動内容 ・ 建設中の施設の情報を、管轄する自治体、地域住民等と共有（情

報はローカル NGOが提供）（→成果３） 

・ 中長期維持管理計画に基づく資金調達計画の立案と実行（→成

果２） 
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４）フォローアップ段階 

時期 建設終了間近 

期間 第 1グループ：2012 年 10 月頃～12月頃 

第 2グループ：2013年 10 月頃～12月頃 

実施場所 第 1グループ：ダカール州 8 箇所 

第 2グループ：ティエス州 6 箇所 

目的 活動のフォローアップ 

活動内容 ・ 講習会で実施した内容の再確認（→成果１、２、３） 

・ 資金調達計画の実施状況確認（→成果２） 

 

建設現場見学・講習会及びフォローアップ会は、学校をブロック分けし、ブロック内の 1 校で

行う。ブロックは原則として自治体単位で分ける。現在想定しているブロック分けは以下のとお

りであるが、最終的には立ち上げ段階において IA、IDENと協議の上で決定する。ブロック内の建

設現場見学・講習会及びフォローアップ会を行う学校は、建設の進捗等によって適宜決定する。 

 

第 1グループ：ダカール州 16校を 8 ブロックに分けて実施 

自治体名 IDEN名 コード 学校名

CA Grand Dakar Grand Dakar DK4M CEM Alioune DIOP

CA Fann-Point E- Amitié Dakar Plateau DK5M CEM Cheikh Awa Balla Mbacké

CA Grand Yoff Parcelles assainies DK1M CEM Talibou Dabo

CA S.I.C.A.P Liberté Grand Dakar DK7M CEM Liberté 6/C

CA Pikine Nord Pikine DK18M CEM Mame Yelli Badiane

CA Thiaroye Gare Thiaroye DK30M CEM Martyr C

CA Wakhinane Nimzatt Guédiawaye DK9 Khaly Madiakhaté Kala/C

CA Wakhinane Nimzatt Guédiawaye DK10 Pikine 23/A

CA Wakhinane Nimzatt Guédiawaye DK14M CEM Pikine Est/A

CA Wakhinane Nimzatt Guédiawaye DK15M CEM Pikine Est/B

CA Keur Massar Keur Massar DK27 Castor Sotrac

CA Keur Massar Keur Massar DK28M CEM Keur Massar 2

6 CA Rufisque Est Rufisque commune DK20M CEM Camp Marchand

7 Commune Diamniadio Rufisque Département DK25M CEM Diameniadio

Com rurale de Sangalcam Rufisque Département DK24M CEM Niaga

Com rurale de Sangalcam Rufisque Département DK26M CEM Déni Biram Ndao

1

2

3

4

5

8
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第 2グループ：ティエス州 15校を 6 ブロックに分けて実施 

自治体名 IDEN名 コード 学校名

Com Pout THIES DEPARTEMENT TH2 Pout 5

CR Notto THIES DEPARTEMENT TH10M CEM Pakhmi

Com Thiès THIES VILLE TH14 Route de Dakar 2

Com Thiès THIES VILLE TH15 Sud Stade

Com Thiès THIES VILLE TH16M CEM Darou Salam

CR Thienaba THIES DEPARTEMENT TH1 Keur Yoro SADIO

CR Thienaba THIES DEPARTEMENT TH5 EFA Thiénaba SECK

CR Ngoudiane THIES DEPARTEMENT TH3 Abdoulaye SENE

CR Ngoudiane THIES DEPARTEMENT TH9M CEM Diack Bodokhane

CR Ndiayene Sirah THIES DEPARTEMENT TH11M CEM Ndiayene Sirah

Com Tivaouane TIVAOUANE TH19 Tivaouane 13

Com Tivaouane TIVAOUANE TH20 Tivaouane 16

5 CR Notto TIVAOUANE TH29M CEM Notto

Com MBoro TIVAOUANE TH26 Mérina GUEYE

Com MBoro TIVAOUANE TH27M CEM mboro 2

1

2

3

4

6

 

（５） 各ステークホルダーの役割 

上記の実施体制を構成する各ステークホルダーの役割は次のとおり。 

ステークホルダー名 役割 

調達代理機関 １．本邦コンサルタントとの契約 

２．施主への報告 

ソフコン管理者 

（邦人） 

１． 事前準備 

1-1 ローカル NGO、ローカルコンサルタントの調達 

1-2 既存マニュアルの精査 

２． 活動開始支援 

2-1 ソフコン活動内容の共有、責任分担等の確認 

2-2 既存マニュアルの改善支援 

2-3 建設現場見学・講習会（トライアル）の実施支援（数箇所）

2-4 報告、今後の活動への助言 

３．進捗管理 

3-1 建設現場見学・講習会の実施段階における進捗管理 

3-2 各学校による活動段階における進捗管理 

3-3 フォローアップ段階における進捗管理 

3-4 中間報告書の作成 

４．成果確認 

4-1 進捗確認 

4-2 フォローアップ会への参加（数箇所） 

4-3 最終報告 

本

邦

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 

ローカル NGO １． 活動の立ち上げ 

1-1 ソフコンの活動内容の共有、責任分担等の確認 

1-2 ソフコン管理者、ローカルコンサルタントとともに既存マニ

ュアルの改善 

２． 建設現場見学・講習会の実施 

2-1 IA、IDENの支援を受け自治体、学校への連絡実施 

2-2 予防的維持管理、基本的な衛生にかかる講習の実施 

2-3 中長期維持管理計画作成と資金の調達にかかる講習の実施 

2-4 各学校による活動段階にやるべきことの説明 
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３． 各学校による活動の進捗状況確認 

3-1 施工監理コンサルタントから得られた建設中の施設の情報

をとりまとめて IA、IDENに提供（月に 1 度程度） 

3-2 上記情報の活用状況の確認 

４． フォローアップ会の実施 

4-1 講習会で実施した内容の再確認 

4-2 資金調達計画の進捗状況確認 

５． 報告 

5-1 上記２．～４．についてソフコン管理者へ適宜報告 

ローカルコンサル

タント 

１． 活動の立ち上げ 

1-1 ソフコンの活動内容の共有、責任分担等の確認 

1-2 ソフコン管理者、ローカル NGOとともに既存マニュアルの改

善（主に建物の構造に関する図面、挿絵等を担当） 

２． 建設現場見学・講習会の実施 

2-1 校舎、トイレの構造にかかる講習 

2-2 建築的観点から清掃・維持管理に関する注意点にかかる講習

 

ステークホルダー名 役割 

実

施

主

体 

IA/IDEN １． 活動全般の把握 

1-1 ソフコンの活動内容、責任分担等の確認 

1-2 改善が加えられたマニュアルの内容確認 

1-3 建設現場見学・講習会への参加 

1-4 フォローアップ会への参加 

２． 活動全般における便宜供与 

2-1 対象校、地方自治体への連絡支援 

３． 建設中の施設の情報配布・管理 

3-1 ローカル NGOから提供される建設中の施設（既存校）の情報

を学校に配布 

3-2 ローカル NGOから提供される建設中の施設（新設校）の情報

を自治体に配布 

3-3 配布された情報が対象者に共有されているか確認 

 

ステークホルダー名 役割 

自治体 ・ 建設現場見学・講習会への参加 

・ 建設中の施設（新設校）の情報を地域住民と共有 

・ 中長期維持管理計画作成と実施への関与 

・ フォローアップ会への参加 

学校（校長、教員） ・ 建設現場見学・講習会への参加 

・ 建設中の施設（既存校）の情報を自治体、CGE、APE、地域住民と共

有 

・ 中長期維持管理計画の作成と実施 

・ フォローアップ会への参加 

対

象

者 

CGE、APE、地域住

民 

・ 建設現場見学・講習会への参加 

・ 中長期維持管理計画作成と実施への関与 

・ フォローアップ会への参加 
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（６） 投入計画 

各期における投入（人・日）は以下のとおり。（詳細は下記７．工程表参照） 

要員 人・日（M/M） 

ソフコン管理者（邦人） 
国内 15（0.75M/M） 

現地 41（1.37M/M） 

ローカル NGO（啓発活動担当） 74（2.47M/M） 

ローカルコンサルタント（技術部門担当） 26（0.87M/M） 

合計 156（5.21M/M） 

 

１）ソフコン管理者（邦人）の配置期間と活動内容詳細 

  活動内容 国内作業 現地作業

1 事前準備   

1-1 ローカル NGO、ローカルコンサルタントの調達 －    

  1-2 既存マニュアルの精査 5  

2 活動開始支援   

往復（東京→ダカール→東京）  5 

2-1 ソフコンの活動内容、責任分担等の確認   

教育省との打合せ  1 

調達代理機関、技プロとの打合せ  1 

ローカル NGO、ローカルコンサルタントとの打合せ  1 

ダカールの IA、IDEN との打合せ  1 

  

  

  

  

  ティエスの IA、IDEN との打合せ  1 

2-2 マニュアル改善支援   

修正作業  3   

  印刷、製本等  1 

2-3 建設現場見学・講習会の実施支援（トライアル数箇所）   

スケジュール作成、ロジ面手配  2 

準備  2 

  

  

  見学・講習会参加  2 

2-4 報告、今後の活動への助言   

資料整理等  2 

教育省、調達代理機関への報告  1 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

技プロとの意見交換、ローカル NGO、ローカルコンサルタ

ントへの引継ぎ 
 1 

3 進捗管理   

3-1 建設現場見学・講習会の実施段階における進捗管理 3  

3-2 各学校による活動段階における進捗管理 3  

3-3 フォローアップ段階における進捗管理 3  

  

  

  

  3-4 中間報告書の作成 1  

4 成果確認   

往復（東京→ダカール→東京）  5 

4-1 進捗確認   

ローカル NGO、ローカルコンサルタントとの打合せ  1 

調達代理機関、技プロとの意見交換  1 

ダカールの IA、IDEN との打合せ  1 

  

  

  

  ティエスの IA、IDEN との打合せ  1 

4-2 フォローアップ会への参加   

準備  1   

  フォローアップ会同行  2 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
4-3 最終報告   
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資料整理等  1 

最終報告書まとめ  2 

調達代理機関、技プロへの報告  1 

  

  

  

  

  

  

  

  教育省への報告  1 

  合計 15 41 

（表中の活動内容番号は上記（５）の表中の番号に対応している。） 

 

２）ローカル NGO（啓発活動担当）の配置日数内訳 

活動段階 内容 日数 日数内訳 

活動の立ち上げとトライアル実施 16 ソフコン管理者とともに活動 

建設現場見学・講習会（6 回）の実

施 

10 関係者との連絡等業務 3、見学会準

備 1、見学会実施 6 

各学校による活動の進捗状況確認

（約 8ヶ月間） 

8 関係者との連絡等業務 8 

フォローアップ会（8 回）の実施 9 準備 1、フォローアップ会開催 8 

ダカール 

報告書作成等 3  

建設現場見学・講習会（6 回）の実

施 

10 関係者との連絡等業務 3、見学会準

備 1、見学会実施 6 

各学校による活動の進捗状況確認

（約 8ヶ月間） 

8 関係者との連絡等業務 8 

フォローアップ会（6 回）の実施 7 準備 1、フォローアップ会開催 6 

ティエス 

報告書作成等 3  

合計 74  

 

３）ローカルコンサルタント（技術部門担当）の配置日数内訳 

活動段階 内容 日数 日数内訳 

活動の立ち上げとトライアル実施 12 ソフコン管理者とともに活動 

ダカール 建設現場見学・講習会（6 回）の実

施 

7 準備 1、見学会 6 

ティエス 建設現場見学・講習会（6 回）の実

施 

7 準備 1、見学会 6 

合計 26  

 

６．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

セネガル国には、コミュニティ開発、啓発活動、学校活動への住民参加等の支援を行う NGO

が多数存在し、経験も豊富であることから、ソフトコンポーネント計画の実施にはローカル

リソースへの再委託が適切と考えられる。ローカルリソースとしては、コミュニティの啓発

活動を得意とする NGO と、建築的観点から建設現場見学会の実施やマニュアルにおける施設

の構造を表す図等を作成するために建築コンサルタントを調達する。NGO は、過去のソフト

コンポーネントを実施したローカル NGOや PAES2 を含む技術協力プロジェクトに協力したロ

ーカル NGO が候補に挙げられる。これによって過去のソフトコンポーネントとの一貫性、

PAES2 を含む技術協力プロジェクトとの整合性を確保することが可能となる。建築コンサル

タントは、建設する施設に関する情報を共有していることが求められることから、本プロジ

ェクトの入札補助及び施工監理業務を実施する本邦コンサルタントとの連携が重要であるた

め、設計監理コンサルタントに委託することが望ましい。 

コミュニティ開発支援無償資金協力制度では、通常、相手国政府と契約を行う調達代理
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機関が活動全体を管理しローカルリソースを調達する。しかし、前述のとおり本格的な技

術支援は PAES2 が実施することから、本ソフトコンポーネント計画では施設整備の機会に実

施することによって、より効果が現れると考えられる活動のみを実施する。そのためローカ

ルリソースへの委託額は大きくなく、調達代理機関が通常の公示・審査による調達を行うと、

委託額と調達にかかる費用とのバランスが悪くなることが想定される。したがって本邦コン

サルタントが施工監理の一貫としてソフトコンポーネントを実施・管理することとし、本邦

コンサルタントがローカルリソースを調達する。本邦コンサルタントは準備調査を実施し本

ソフトコンポーネント計画を立案したコンサルタントであるため、計画から実施までを一貫

して円滑に実施することが可能である。 

 

７．ソフトコンポーネントの実施工程 

別添１参照 

 

８．ソフトコンポーネントの成果品 

（１） 資料 

・ 改善後のマニュアル 

・ 中長期維持管理計画 

・ 資金調達計画 

・ IA、IDENに提供した建設進捗情報 

・ アンケート（フォローアップ会時に参加者より聴取） 

（２） 報告書 

提出を求める報告書とその目次（案）は以下のとおり。 

報告書 目次（案） 

中間報告書（ダカール

州における活動報告） 

１．マニュアルの改善 

１－１ 既存マニュアルの改善すべき点 

１－２ 改善後のマニュアル 

１－３ 印刷・配布状況 

２．建設現場見学・講習会 

２－１ 活動日程と見学時点の施設の状況 

２－２ 参加者リスト 

２－３ 講習内容 

２－４ 参加者からの感想、意見 

３．各学校における活動 

３－１ IA、IDENに提供した情報 

３－２ 各学校（または自治体）における情報共有状況

４．フォローアップ会 

４－１ 活動日程 

４－２ 参加者リスト 

４－３ 講習内容 

４－４ 中長期維持管理計画策定実施状況 

４－５ 参加者へのアンケート結果（感想、意見） 

５．ティエス州の活動にむけての提言 

最終報告書（2州での

活動のまとめ） 

１． 上記１～４に同じ 

２． その他 

技プロとの情報交換 など 
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９．相手国実施機関の責務 

（１） ソフトコンポーネント活動実施中の責務 

１）各活動の実施と参加 

本ソフトコンポーネント実施にあたっては、IA 及び IDEN が実施主体となり各学校

に指示を行い、各学校がステークホルダーの参加を働きかける必要がある（新設校に

ついては、IA、IDEN が直接働きかける）。各段階におけるステークホルダーの役割は

以下の表のとおり。 

 立ち上げ

段階 

建設現場見学・講習

会の実施段階 

（ブロック内の 1校

で実施） 

各学校による活動段階 

（各学校で実施） 

フォローアップ段階

（ブロック内の 1校

で実施） 

IA、IDEN ソフコン

内容の確

認、責任

分担の確

認、参加 

� 活動の確認 

� 自治体と学校へ

の連絡 

� 参加 

� 活動の確認 

� 自治体と学校への連

絡 

� 建設進捗情報を学校

または自治体へ送付 

� 情報共有状況の確認 

� 活動の確認 

� 自治体と学校へ

の連絡 

� 参加 

自治体 － � 参加 � 建設進捗情報の共有 

� 中長期維持管理計画

作成と実施への関与 

� 参加 

学校 － � 参加 

� 自治体、CGE、APE、

地域住民との連

絡調整 

� 建設進捗情報の共有 

� 中長期維持管理計画

の作成・実施 

� CGE、APE、地域住民

との連絡調整 

� 参加 

� 自治体、CGE、APE、

地域住民との連

絡調整 

CGE、APE、

地域住民 

－ 参加 � 建設進捗情報の共有 

� 中長期維持管理計画

の作成・実施への関

与 

参加 

 

２）活動にかかる費用の確保 

各ステークホルダーは各活動に参加するために必要な費用を確保する必要がある。

想定される費用は以下のとおり。 

 

 立ち上げ

段階 

建設現場見学・講習

会の実施段階 

（ブロックのうち 1

校で実施） 

各学校による活動段階 

（各学校で実施） 

フォローアップ段階

（ブロックのうち 1

校で実施） 

IA、IDEN 交通費 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費

自治体 － 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費

学校 － 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費

CGE、APE、

地域住民 

－ 開催校までの交通費 不要 開催校までの交通費

 

（２） ソフトコンポーネント活動実施後の責務 

１）モニタリング 

本ソフトコンポーネント活動で啓発を受けた関係者が、プロジェクト目標および上
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位目標発現の方向に向かうように、IA 及び IDEN は適宜アドバイスやモニタリングを

行う。 

２）学校運営・維持管理費用の確保 

学校の運営・維持管理に関する費用は、教育省、地方自治体、生徒からの徴収金に

よって賄われている。地方分権政策に従い、学校の運営・維持管理は地方自治体が責

任を持つことになっているが、自治体によって援助額に差がある。自治体及び地域住

民は、学校運営に関心を持ち、維持管理の必要性を理解し、費用の確保に積極的に協

力する必要がある。 

 

以上 
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資料６ 参考資料 

 

No. 名称 形態 オリジナル・コピー 発行機関 発行年

1 ダカール州教育統計 (2005/06, 2006/07) 図書 コピー IA ダカール

2 ダカール州教育統計 (2008/09) データ コピー IA ダカール

3 ティエス州教育統計 (2004/05, 2005/06, 2006/07, 2007/08, 2008/09) データ コピー IA ティエス

4 教育統計記入票 図書 オリジナル 教育省 2009

5 ダカール州教育開発計画（PRDE） データ コピー IA ダカール 2009

6 ティエス州教育開発計画（PRDE） データ コピー IA ティエス

7
県教育開発計画（PDDE）、ダカール州（Dakar-Banlieue - Dakar-Médina –
Dakar-Ville – Grand-Dakar 1及び Grand-Dakar 2）

データ コピー

8 県教育開発計画（PDDE）、ダカール州（Guediawaye県） データ コピー

協力・モニタリン
グ委員会及び地
方教育・訓練委

員会

2009

9 県教育開発計画（PDDE）、ダカール州（Pikine県） データ コピー

協力・モニタリン
グ委員会及び地
方教育・訓練委

員会

2009

10 県教育開発計画（PDDE）、ダカール州（Rufisque県） データ コピー

11 県教育開発計画（PDDE）、ティエス州（ティエス市及びティエス県） 図書及びデータ コピー 2010

12 県教育開発計画（PDDE）、ティエス州（ティバウアン） データ コピー

13 教育省2008/09統計速報（パンフレット） 図書 オリジナル DPRE 2009

14 ダカール州第14回初等教育週間（パンフレット） 図書 オリジナル IAダカール

15 Association Conseil Pour l'Action (ACA) パンフレット 図書 オリジナル ACA

16 Aide et Action パンフレット 図書 オリジナル Aide et Action

17 学齢人口推計 データ コピー
国家人口統計機

関
2008

18 就学前・初等・中等教育・国語省における実施中プロジェクトの状況 データ コピー DPRE 2009

19 教育訓練開発計画フェーズ3 データ コピー DPRE 2009

20 教育状況における国家レポート2009 図書 オリジナル DPRE 2009

21 教育及び訓練セクター　中期セクター支出枠組み（2010/2012） 図書 オリジナル DAGE 2010

22 ダカール州地図 図書 オリジナル 地理地図局 2008

23 ティエス州地図 図書 オリジナル 地理地図局 2008

24 ルーガ州地図 図書 オリジナル 地理地図局 2008

25 ダカール市地図 図書 オリジナル Laure Kane 2010

26 入札図書（BCI 2010） データ コピー DCS 2010

27 第3次教育・訓練10カ年計画に対する国家教育・訓練開発計画（PNDEF） データ コピー 教育省 2009

28 教育状況における国家レポート2010 図書 オリジナル DPRE 2010

29 全国教育統計2009/10 図書 オリジナル 教育省 2010

30 教育省2009/10統計速報（パンフレット） 図書 オリジナル DPRE 2010
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（１）サイト調査結果概要



（１）　サイト調査結果概要

既存（継続
使用可能）

既存（継続
使用不可）

計

老朽 仮設 間借／
転用 囲い塀 その他

IDENからの
距離（km）

道路状況 a b+c+d b c d 校長室 教員室 倉庫 便所 地勢
自然災害・
被害

地盤 土質 膨張土 電気 給水 排水 浄化槽 有無 治安

DK27 Keur Massar Castor Sotrac 12 舗装+砂利舗装 10 0 0 0 0 651 ○ 13 有 無 無 有 傾斜 無 固い 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK16 Pikine Serigne Moussa KA/A 1 舗装 11 1 1 0 0 898 ○ 12 有 有 無 有 平坦 無 固い 砂 無 有 有 無 有 有 盗難被害有

DK17 Pikine Serigne Moussa KA/B 1 舗装 6 0 0 0 0 498 ○ 10 有 有 無 有 平坦 無 固い 砂 無 有 有 無 有 有 盗難被害有

DK9 Guédiawaye Khaly Madiakhaté Kala/C 5 舗装 12 0 0 0 0 738 12 有 秘書室 有 有 平坦 白蟻、雨季 固い 砂 無 有 有 無 有 有 塀有、被害なし

DK10 Guédiawaye Pikine 23/A 5 舗装+砂利舗装0.1km 12 1 0 0 1 810 13 有 無 有 有 平坦 無 普通 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK8 Guédiawaye Pikine 18 30 舗装+砂利舗装0.1km 13 3 3 0 0 988 16 有 無 有 有 傾斜 無 普通 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK22 Rufisque Département Keur Ndiaye LO 2 7 舗装+未舗装1km 2 2 0 2 0 250 5 無 無 無 有 傾斜 洪水 普通 砂 無 無 有 無 有 無 良好

DK23 Rufisque Département Toubab Dialaw 25 舗装 6 0 0 0 0 496 ○ 10 有 無 無 有 傾斜 塩害・膨張土 固い シルト＋礫 有 有 有 無 有 有 良好

DK6 Grand Dakar Ecole HLM 4/D 舗装+未舗装0.1ｋm 0 6 6 0 0 489 18 有 無 有 有 平坦 洪水 固い 砂 無 有 有 有 有 有 とても悪い

DK21 Rufisque Département Diamniadio　2 15 未舗装、砂地 6 2 0 0 2 519 ○ 10 有 有 有 有 平坦 無 固い 粘土 有 有 有 無 有 無 塀なし、被害無

DK24M Rufisque Département CEM Niaga 20 幹線沿い 0 3 3 0 0 156 3 間借 間借 無 間借 平坦 無 軟らかい 砂 無 有 有 無 無 無 移転

DK26M Rufisque Département CEM Déni Biram Ndao 30 未舗装幹線沿い 0 0 0 0 0 0 無 無 無 無 平坦 無 軟らかい 砂 無 有 有 無 無 無 2010年新設

DK25M Rufisque Département CEM Diamniadio 30 未舗装計画道路 5 0 0 0 0 572 8 有 無 無 無 平坦 無 固い 粘土 有 無 無 無 無 無 新規区画整理地

DK7M Grand Dakar CEM Liberté 6/C 4 舗装 0 6 6 0 0 0 有 無 無 有 傾斜 無 固い 砂 無 有 有 有 有 有 良好

DK28M Keur Massar CEM Keur Massar 2 9 舗装+未舗装1km 4 7 0 0 7 951 13 有 有 無 有 傾斜 白蟻 普通 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK29M Thiaroye CEM Mbao Kamb 13 舗装+砂利舗装3km 6 0 0 0 0 449 6 有 有 有 有 平坦 白蟻 普通 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK30M Thiaroye CEM Martyr C 0（隣接） 未舗装 11 0 0 0 0 1,896 25 有 有 無 有 平坦 雨季水 固い 砂+シルト 無 有 有 無 有 有 問題なし

DK18M Pikine CEM Mame Yelli Badiane 0.1 未舗装 11 0 0 0 0 1,147 17 有 有 有 有 平坦 雨季水 固い 砂+シルト 無 有 有 無 有 有 不法侵入

DK20M Rufisque commune CEM Camp Marchand 3 舗装+砂利舗装1km 9 0 0 0 0 1,757 20 有 有 有 有 傾斜 膨張土 固い 粘土＋シルト 有 有 有 無 有 有 良好

DK4M Grand Dakar CEM Alioune DIOP 5 未舗装幹線沿い 5 0 0 0 0 486 8 有 有 有 有 平坦 錆 固い 砂+礫 無 有 有 有 有 有 良好

DK14M Guédiawaye CEM Pikine Est/A 5 未舗装幹線沿い 14 0 0 0 0 1,950 24 有 有 有 有 平坦 雨季水・錆 固い 砂+礫 無 有 有 無 有 有 道路側騒音

DK15M Guédiawaye CEM Pikine Est/B 5 未舗装幹線沿い 16 0 0 0 0 1,621 25 有 有 有 有 平坦 雨季水・錆 固い 砂+礫 無 有 有 無 有 有 不法侵入

DK5M Dakar Plateau CEM Cheikh Awa Balla Mbacké 5 未舗装幹線沿い 5 0 0 0 0 525 8 有 有 有 有 平坦 錆 固い 砂+礫 無 有 有 有 有 有 良好

DK1M Parcelles assainies CEM Talibou Dabo 5 未舗装幹線沿い 2 2 2 0 0 375 8 有 有 無 有 平坦 無 固い 砂+礫 無 有 有 有 無 有 無

DK11M Guédiawaye CEM Ndiarga DIAGNE 10 未舗装幹線沿い 12 2 0 0 2 1,348 16 有 有 有 有 平坦 無 普通 砂 無 有 有 無 有 有 無

DK12M Guédiawaye CEM Banque Islamique 1 舗装+砂利舗装0.5km 15 0 0 0 0 1,483 21 有 無 有 有 傾斜 塩害 普通 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK13M Guédiawaye CEM Joseph Coréa/B 3 舗装 13 3 3 0 0 1,575 23 有 有 有 有 傾斜 塩害 固い 砂 無 有 有 無 有 有 良好

DK19M Pikine CEM Fadilou Diop 20 舗装幹線沿い 13 4 4 0 0 1,791 22 有 有 有 有 平坦 雨季水・錆 固い 砂+礫 無 有 有 無 有 有 無

DK3M Parcelles assainies CEM Unité 19 10 未舗装幹線沿い 17 0 0 0 0 2,032 24 有 有 有 有 平坦 無 固い 砂+礫 無 有 有 無 有 有 無

DK2M Parcelles assainies CEM Cambérène 5 未舗装市街中心 11 0 0 0 0 1,321 17 有 有 有 有 ほぼ平坦（2％） 錆 固い 砂+シルト 無 有 有 無 有 有 良好

既存（継続
使用可能）

既存（継続
使用不可）

計

老朽 仮設 間借／
転用 囲い塀 その他

IDENからの
距離（km）

道路状況 a b+c+d b c d 校長室 教員室 倉庫 便所 地勢
自然災害・
被害

地盤 土質 膨張土 電気 給水 排水 浄化槽 有無 治安

TH19 TIVAOUANE Tivaouane 13 3 未舗装 3 6 0 0 6 188 5 無 無 無 無 平坦 無 固い 砂+シルト 無 有 有 無 無 有 無

TH20 TIVAOUANE Tivaouane 16 4 未舗装幹線沿い 0 0 0 0 0 0 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 有 有 無 無 無 無

TH26 TIVAOUANE Mérina GUEYE 4 事業調整区域 0 1 0 0 1 100 2 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 無 無 無 無 無 無

TH1 THIES DEPARTEMENT Keur Yoro SADIO 20 事業調整区域 0 3 0 2 1 62 4 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 無 無 無 無 無 無

TH2 THIES DEPARTEMENT Pout 5 15 事業調整区域 0 3 0 3 0 200 ○ 4 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 無 無 無 無 無 無

TH3 THIES DEPARTEMENT Abdoulaye SENE 38 舗装+砂利舗装＋未舗装5km 0 1 0 1 0 86 1 無 無 無 無 平坦 白蟻 固い シルト＋砂 無 無 無 無 無 無 良好

TH5 THIES DEPARTEMENT EFA Thiénaba SECK 15 未舗装 0 2 0 0 2 128 2 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 有 有 無 無 無 無

TH14 THIES VILLE Route de Dakar 2 3 舗装+未舗装1km 9 0 0 0 0 409 9 無 無 有 無 平坦 白蟻 固い 砂+礫 無 有 有 無 有 有 良好

TH15 THIES VILLE Sud Stade 3 舗装+未舗装0.1km 5 3 3 0 0 538 ○ 8 無 無 有 有 平坦 白蟻・洪水 固い 砂 無 有 有 無 有 有 良好

TH25 TIVAOUANE Mékhhé 8 35 未舗装 0 3 0 0 3 292 ○ 5 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 有 有 無 無 無 無

TH21 TIVAOUANE Keur Malamine 7 舗装+未舗装1km 0 2 0 1 1 136 2 無 無 無 無 傾斜 白蟻 普通 シルト＋砂 無 無 無 無 無 無 良好

TH22 TIVAOUANE Bitive SEYE 6 舗装+砂利舗装2km 0 0 0 0 0 120 2 無 無 無 無 平坦 無 普通 シルト＋砂 無 無 無 無 無 無 良好

TH23 TIVAOUANE Keur Ndiaga Mbaye 19 舗装+未舗装0.3km 2 3 2 1 0 217 ○ 6 無 無 有 有 平坦 白蟻 固い 砂 無 無 無 無 有 無 良好

TH24 TIVAOUANE EFA NDIFFIF 14 舗装+未舗装3km 0 2 0 2 0 82 2 無 無 無 無 平坦 白蟻 固い 砂 無 無 有 無 無 無 良好

TH4 THIES DEPARTEMENT Darou DIACK 39 舗装+砂利舗装＋未舗装6km 0 1 0 0 1 48 1 無 無 無 無 平坦 白蟻 固い シルト＋砂 無 無 無 無 無 無 良好

TH6 THIES DEPARTEMENT EFA Touba Toul 37 舗装+未舗装6km 0 1 0 1 0 135 ○ 2 無 無 無 無 平坦 白蟻 普通 シルト＋砂 無 無 無 無 無 無 良好

TH7 THIES DEPARTEMENT Daral Peulh 5 未舗装 4 0 0 0 0 173 4 無 無 無 無 平坦 無 固い ラテライト 無 無 無 無 無 無 無

TH13 THIES VILLE Médina FALL 3 5 未舗装 6 0 0 0 0 511 ○ 11 有 無 無 有 一部傾斜 無 固い ラテライト 無 無 無 無 無 有 無

TH12 THIES VILLE Makan Diabaté 1 舗装 4 2 2 0 0 392 6 有 無 有 有 平坦 無 固い ラテライト 無 有 有 無 有 有 無

TH27M TIVAOUANE CEM mboro 2 50 未舗装 3 18 0 0 18 1,454 23 無 無 無 無 一部傾斜 無 固い ラテライト 無 有 有 無 有 無 無

TH29M TIVAOUANE CEM Notto 60 未舗装 0 9 0 0 9 354 9 無 無 無 無 平坦 無 固い 砂+シルト 無 無 無 無 無 無 無

TH9M THIES DEPARTEMENT CEM Diack Bodokhane 37 舗装+未舗装6km 0 3 0 0 3 205 3 無 無 無 無 平坦 白蟻 固い シルト＋砂 無 無 有 無 無 無 良好

TH10M THIES DEPARTEMENT CEM Pakhmi 15 舗装+未舗装3km 0 3 0 1 2 164 3 無 無 無 無 平坦 白蟻 固い シルト＋砂 無 無 無 無 無 無 良好

TH11M THIES DEPARTEMENT CEM Ndiayene Sirah 37 舗装+未舗装7km 3 3 0 0 3 513 8 無 無 無 無 平坦 白蟻 普通 シルト＋砂 無 有 有 無 無 有 良好

TH16M THIES VILLE CEM Darou Salam 10 未舗装 8 0 0 0 0 1,395 17 有 有 無 有 平坦 無 固い 砂+シルト 無 有 有 無 有 有 無

TH28M TIVAOUANE CEM Ngandiouf 19 舗装+未舗装0.3km 2 3 0 0 3 80 3 無 無 有 有 平坦 白蟻 固い 砂 無 有 有 無 有 無 良好

TH30M TIVAOUANE CEM Mékhé village 40 未舗装幹線沿い 2 0 0 0 0 102 3 無 無 無 無 概ね平坦 無 固い 砂+シルト 無 有 有 無 無 無 無

TH8M THIES DEPARTEMENT CEM Soune 20 未舗装 4 8 0 2 6 492 10 有 無 無 無 平坦 無 固い 砂+シルト 無 無 無 無 無 無 無

TH18M THIES VILLE CEM Parcelles Assainies 3 舗装+未舗装0.2km 8 0 0 0 0 757 10 無 無 有 有 平坦 白蟻・洪水 固い 砂 無 有 有 無 有 有 良好

TH17M THIES VILLE CEM Fahu 10 未舗装 7 1 0 0 1 123 2 有 有 無 有 平坦 無 固い 砂+シルト 無 有 有 無 無 無 無

付帯施設の有無は仮設を含む 有：敷地内または前面道路に有り
無：上記以外
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